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私の提案

Withコロナ時代の室内緑化～社会インフラへの道
山　下　容　子

　2020 年、それは東京オリンピック・パラリンピックに
沸き立つ活気に満ちた日本のはずだった。しかし、新型
コロナウィルスの襲来により、事態は一変、大小さまざ
まなイベントが中止や延期となり、外出することさえも
制限される日常が訪れた。当初は、見えざる敵をいか
にして制圧するか、という視点で語られていたが、やが
て人々は、コロナとともにどう生きるか、すなわちWith
コロナへと発想を転換し、感染予防に努めながら経済
活動を行う道を選択。新しい生活様式なるものも定義さ
れ、通勤不要の在宅ワークが社会に溶け込む時代になっ
た。パソコンと向き合いながら仕事をし、会議も飲み会
もオンライン。在宅ワークはコロナ収束後の Postコロナ
時代もそのまま定着する、との見方が有力で、オフィス
面積削減を打ち出す企業も出てきている。
　自宅がオフィスに―。私は今こそ、住宅の室内緑化の
必要性に言及したい。
　私は東京都議会議員として室内緑化推進に取り組ん
だ。パソコンやプリンターなどからはホルマリンやトル
エン等の揮発性有機化合物 (VOC) が放出され、室内空
気を汚染している。植物には VOCを吸収、分解して無
毒化する化学的な力があり、働く人の健康被害を防ぐた
めにオフィス内の緑化を進めるべきだと訴えた。そして
東京都農業振興プランに、室内緑化という植物の新た
な利活用の道が初めて記されるに至った。

　住宅の室内緑化は、建築資材やパソコン等から放出
されるVOC による健康被害を防ぐことになる。また、
植物の蒸散作用による打ち水効果は暑い時期の強い味
方だ。タワーマンションの高層階では、屋外の緑のカー
テンの設置は無理だが、室内の窓辺なら可能だ。室温
上昇が抑制できればエアコンのフル稼働を防ぐことがで
き、室外機の温風によるヒートアイランド現象の緩和な
ど、都市環境や地球環境への負荷も低減する。
　そして世の中で室内緑化が進めば当然、生産者や植
物産業全般が活気づく。花葉会会員が旗振り役となっ
て住宅の室内緑化を推進してはいかがだろうか。
　これまで室内緑化は観葉植物主流であったが、それ
だけではなく、日本古来のもの、耐寒性にすぐれたもの、
花鉢等にも改めてスポットライトを当てる。また切花も、
根は無くても命があり、植物としての働きは有する。一
般住宅用として今一度、室内緑化植物の洗い出しをす
ることが望ましい。そして、植物の力を世の中にアピー
ルすることも忘れてはならない。世間一般には、植物の
力として「癒し」を挙げる人が多いが、花と緑の専門家
である花葉会会員ならば、前述の化学的な力や打ち水
効果を説明することができる。
　会員各位の行動により、世の中は変えられる。室内
緑化を社会のインフラにする。そのために、共に力を合
わせていくことができれば幸せだ。
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特集　～新型コロナウイルス対応記録～

愛知豊明花き地方卸売市場における鉢物の状況変化
豊明花き株式会社

福　永　哲　也

花卉業界に及ぼした影響　
　本年は 1 月当初より前年を上回る取引を毎回重ね、
順調に推移しておりました。
　しかし、2 月 27 日に安倍総理より全国すべての小
中高校に臨時休校要請の考えが公表されると、卒園式、
卒業式、謝恩会といった卒業シーズンの行事に使用さ
れる装飾、ノベルティ、贈答などの花き消費に大きな
影響を与えました。
　さらに3月6日の福島 Jビレッジからの聖火リレー
の中止、3 月 24 日には東京オリンピック、パラリン
ピックの 1 年延期が決定し、花き業界一丸となって
取り組んでいたビクトリーブーケも先送りとなりまし
た。ビクトリーブーケは 2014 年のソチ冬季大会を最
後に、2016 年のリオ夏季大会、2018 年の平昌冬季
大会と、副賞のブーケが使用されなくなったことを受
けて、花きに関わる 9 団体、( 一社 ) 日本花き生産協
会、( 一社 ) 日本花き卸売市場協会、( 一社 )JFTD、( 一
社 ) インドアグリーン協会、( 一社 ) 日本生花商協会、
( 一社 ) 日本花卸協会、( 公益 ) 日本いけばな芸術協会、
( 公益 ) 日本フラワーデザイナー協会、( 一社 ) 花の国
日本協議会が日本花き振興協議会を組織して、オリン
ピック組織委員会や政府与党、国などの関係機関に働
きかけ、6 年振りに復活することが決定したものです。
幸い、中止ではなく延期でありますので、来年に向け
て準備を進めることになりました。
　4 月 7 日には東京、神奈川、埼玉、千葉、大阪、兵庫、
福岡の 7 都府県に緊急事態宣言が、さらに 4 月 14 日
には全国に緊急事態宣言が発出されました。
　この時点で休業要請される業種、イベントの中止、
延期などの先行きが不明確であったために、母の日ギ
フトの取引にも影響が出ました。
　国民生活の維持に必要な業種と福祉施設以外は休業
要請が出され、不要不急の外出を避けたステイホーム
が呼びかけられました。卸売市場は生鮮食料品等の流
通を行うために、事業継続計画を定めて、適切な感染
予防対策を講じながら事業継続が求められました。

　当社においても役職員、パートの毎朝の検温と体調
に関するアンケート調査、必要に応じて自宅待機によ
る経過観察、場内 30 か所に消毒液の設置と利用、競
り室の座席を隔席に制限、競り端末消毒用に除菌シー
トの設置、場内でのマスク着用と手洗い、うがいの励
行、出入り口に除菌マットの設置、等々の実施で感染
予防に努めながら日々の業務を継続しました。なお、
現在もこの措置は継続しております。
　生花店、園芸店、ガーデンセンター、ホームセンター、
スーパーマーケットなどの花きの小売現場は事業継続
をする業種でありましたが、テナントとして入ってい
る商業施設が閉鎖されることで休業を強いられたケー
スもありました。
　5月25日に全国的に緊急事態宣言が解除されても、
イベントや会合、商談会などの開催は自粛され、いわ
ゆる夜の街もひっそりと静まり返る日々が続きまし
た。
　このような状況下、鉢物で最も影響を受けたのは胡
蝶蘭でした。
　なかでも大輪の胡蝶蘭は式典、開店祝い、周年祝い、
夜の街でのギフトなどが主たる用途であり、行き場を
失った胡蝶蘭は相場もたたない事態となり、産地では
切花に転用したり、消費者への直売を試みる動きもあ
りました（グラフ：ファレスタンダードの売上高推移）。
　例年は法人や組合の定時総会が多く開催される 2
月、式典や謝恩会、異動の 3 月に需要が高まります。
今年は 2 月までは例年並みに動きましたが、3 月に学
校関係の行事が不透明になり影響が出ました。3 月中
頃から持ち直すかと思われましたが、緊急事態宣言
の発出された 4 月には飲食店関係が営業自粛となり、
いわゆる夜の街需要が消滅しました。
　5 月の母の日ギフトは高齢者への感染予防から訪問
して届けるよりも、宅配によるお届けが選択され、容
積率の高い大輪系胡蝶蘭はふるいませんでした。6 月
には年度末決算の定時総会が開催されますが、この時
期になるとリモートや書面決議での開催を選択する法
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人が増えて、会場を飾る需要は前年並みには回復しま
せんでした。
　8 月末に安倍総理の辞任表明から菅内閣の組閣があ
り、特需として取引が活発化しました。
　一方で外出を控え、自宅で過ごす時間が増えたこと
で伸びたのが野菜苗や花苗です。
　繁華街の商業施設や観光地に行かず、近所のホーム
センターやガーデンセンター、園芸店、生花店に花や
緑を求める人々が集まりました。
　花売り場など不要不急ではないのでけしからんと店
舗にクレームを言う自警団的な方もいたようです。も
ちろん花は食べ物ではありませんが、暮らしの必需品
として人々が求めていることを実証する結果となりま
した（グラフ：野菜苗の売上高推移、花苗の売上高推
移）。
　ステイホームに生活様式が移行するにつれ、庭やバ
ルコニーで野菜や花を育てることに取り組む人が増え
ました。従来から育てていた人に加えて、今回のこと
を契機に植物を育ててみようという新規顧客が売り場
に足を運びました。例年ですと梅雨入りから徐々に落
ちていくのですが、7 月、8 月と前年を上回り、9 月
以降もその傾向は続いています。

　室内で過ごす時間も多くなり、インテリアとしての
観葉植物も売れました（グラフ：観葉植物の売上高推
移）。
　緊急事態宣言全面解除の 22 週以降も前年を大きく　　　　
上回り、どこにも出かけられずに雨の日が続く梅雨時
も熱中症の危険がある夏の日も、癒しを与えてくれる
観葉植物は人気となりました。夏が終わり、涼しさを
感じるようになった 9 月にも好調を維持しておりま
す。
　市場での取引も商品確保のために注文が増え、委託
販売品についても競売前に相対取引で引き合いが強く
なっており、競売にかかるものが少なくなっています。
そこで、商品確保のために注文取引が増えるという流
れになっています（グラフ：豊明花き売上高推移）。
　ここ数年、母の日という物日一極集中傾向が続いて
いた鉢物取引でしたが、新型コロナウイルスにより 3
月、4 月、5 月のハイシーズンは影響を受けたものの、
その後はステイホームから新規顧客が創出され、日常
で花や緑を楽しむホームユースの需要が高まっていま
す。
　花き業界としては、新たに植物を購入し始めた人々
へのフォローを行い、定着化を図ることが重要です。
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リモート商談会 DX 化への取組
　卸売市場では競売日の取引以外にも様々なイベント
を通じて、産地と買受人をつないでいます。
　そのひとつが JFI トレードフェアです。春、夏、秋、
冬と年間 4 回の展示商談会を開催しています。

JFI トレードフェア

　
　全国の生産者が出展者となり、サンプルと販促物
を市場内に持ち込んで展示ブースをセッティングし
ます。最大となる春のトレードフェアでは約 400 社
750 名を超える出展者が 750 ブースに 5000 点ほど
の商品を陳列します。
　そこに豊明花きの登録買受人とその取引先、約
1300 人のバイヤーが来場して取引を行います。卸売
市場が行う商談会として、さらに植物の商談会として
も国内最大級を自負しています。
　ところが JFI トレードフェアにはスタッフも合わせ
ると 2,300 人を超える人々が密集することになりま
す。新型コロナウイルスにより JFI トレードフェアを
開催することは困難と判断し、開催を見送ることにな
りました。
　しかしながら JFI トレードフェアでは 1 億円前後の
取引が成立しており、この日のために用意をしてきた
生産者や販売計画に基づき仕入れを予定していた買受
人の皆様に、今年は中止しますでは申し訳ありません。
　そこで、当社のインターネット取引システム「イロ
ドリ＊ミドリ」を使い、ネットで行うリモート商談会

「トレードフェア DX2020 夏」を開催しました。
　リアルのトレードフェアでは出展者はサンプルを豊
明花きまで運び、前日にブースの設営をして、翌朝か
らブースにて商談、終了後に撤収して帰られていまし
た。遠隔地の方は一泊二日で参加をしており、すべて
のコストが「トレードフェア DX」ではかからなくな

ります。
　
　生産者は農場や事務所から手順に従って商品登録作
業を行うだけで済みます。
　また、市場内という限られたスペースからブース数
を制限して出展受付をしていましたが、システムに商
品登録をするだけなので、出展者数を制限する必要が
なくなりました。
　このことで、より多くの出展者と登録商品が商談会
に揃うこととなりました。
　さらに、受注可能な商品はトレードフェア実施期
間終了後も販売を継続するために、生産者はトレー
ドフェア DX のために商品登録を作業として行うだけ
で、その後の取引にもつながるメリットがありました。
　また、産地から生産者にサンプルを持参していただ
き、その商品の説明をした後に質問時間を設け、その
場で注文を受け付ける商品説明会もZoomとイロドリ
＊ミドリを組み合わせて、商品説明会 DX を行いまし
た。
　事前に生産者に説明する商品をイロドリ＊ミドリに
登録してもらいます。司会進行を当社から担当社員が
行い、産地から Zoom を経由して商品の説明を行い、
Zoom に参加した買受人の方々にライブで説明を視聴
していただきます。商品に関する質問をその場でして
いただき、生産者がそれに答える。リアルでの商品説
明会と同じやり取りが可能となります。
　そして、発注書に記載していた作業をスマホやタブ
レット、PC から入力して取引成立となります。
　Zoom には録画機能があり、リアルで参加出来な
かった買受人の方も説明の様子を視聴して、発注する
ことが出来ます。
　このように行動が制限されたことで、DX 化が推進
されるメリットも出てきました。

今後の展開
　ステイホームをきっかけに新規顧客となった人々を
どのように定着化させるのか。そしてアナログで行っ
てきたサービスを DX 化によって、より利便性が高く、
効率的なものにしていくのか。
　ピンチがチャンスになっていると感じています。花
き業界にとってコロナ禍を「塞翁が馬」にしていくの
は我々自身だと思います。
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トレードフェア DX2020

夏商品説明会（DX）
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特集　～新型コロナウイルス対応記録～

関西花き卸売市場での切花取引への影響
株式会社 JF 兵庫県生花
吉　田　　智

　全世界で猛威を振るう新型コロナウイルスによる感
染症は 2 月頃より日本国内でも拡大が始まり国民の
生活に大きく影響を及ぼしている。私共花き卸売市場
においても切花や鉢物の取引に甚大な影響が出てい
る。本稿では関西の花き卸売市場における切花の取引
状況について記述させていただく。

3 月　新型コロナウイルス感染拡大本格化
【消費と販売】
　通常であれば 3 月は春の彼岸、歓送迎会、卒業式
や各種イベントなど切花の特需期。今年は新型コロナ
ウイルス感染拡大に伴い本格的に花きの消費にも大き
な影響が出始めた月となった。政府からは 3 つの密
を避ける新たな生活様式が提案され人が集まるイベン
トはことごとく自粛に追い込まれた。当然それらのイ
ベントで使用される装花の需要は壊滅的なダメージを
受けることとなった。また生花需要の期待できるホテ
ルや飲食店などにも多大な影響が出始めたため、特に
洋花類の落ち込みは顕著となった。
　外出自粛に伴い遠方への買い物が減った代わりに、
自宅近隣のスーパーなどで日常品や食料を買い求める
消費者が増えた。この影響によりスーパー店頭でのカ
ジュアルフラワーいわゆるパック花の消費が堅調に推
移し始めた。この状況はコロナ禍において継続して見
られる傾向である。葬儀需要については上旬はほぼ
15％程度のダウンで推移したが、後半は都市部の業
者を中心に大きく業績を落とす結果となった。

【花き卸売市場】
　例年花き卸売市場ではこの時期に大規模な展示商談
会などのイベントを企画しているところが多いが、今
年は中止とする市場が相次いだ。弊社でも春の感謝祭
と称した商談会を企画しており、感染の拡大が見られ
始めた時期と重なり中止も検討したが、様々なご意見
を参考に感染予防対策を最大限配慮した上で予定通り
開催した。出展者の一部にキャンセルが発生したが、

商談会は大変好評をいただき取引も思いのほか好調で
あった。

【市場取引】
　3 月全体では取扱量を減らす結果となった。しかし
ながら春彼岸だけを見ると墓参り需要を中心にほぼ例
年と大差ない取引結果となった。3 週目以降規模を縮
小して卒業式を行う学校が増加し、特にガーベラの需
要が急激に高くなり 13 日以降から 20 日にかけて非
常に引き合いが強い状態となり、20 日の時点では前
週比 170% の単価を記録した。

4 月　緊急事態宣言の発令
コロナ禍でもっとも大きな影響を受けた月

【消費と販売】
　大規模商業施設のテナントは軒並み営業自粛を余儀
なくされた。縮小する切花取引の中で春のお彼岸以降
も仏花の需要は比較的安定しており、ホームユースの
カジュアルフラワーの引き合いが引き続き強い傾向が
見られた。葬儀は前年と同程度の件数で推移したが、
家族葬や直葬が中心となり生花の使用量は半減した。
　4 月下旬ころになると一部のマスコミが生花店、産
地、卸売市場などを取材し、花が売れないことや花が
非常に安いといった内容が TV 等で報道されるように
なり、一般の消費者に広く伝わることとなった。この
ためこれ以降母の日前後まで販売店で余計に生花が売
りづらくなった、あるいは価格交渉をされるように
なったなどと、多くのご不満の声を伺った。

【花き卸売市場】
　緊急事態宣言発令下においても卸売市場は社会を維
持する上で必要な生活インフラとして営業自粛の対象
から外された。ただし従業員を含め買参人、関係業者
等非常に多くの方々が来場されるため、通常の市場取
引業務を遂行するにあたり、弊社では新たにガイドラ
インを作成した。ガイドラインは 3 項「①感染拡大
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防止の基本指針、②感染者が発生した場合の対応策、
③事業継承について」から構成される。以降このガイ
ドラインに基づき感染拡大防止をさらに徹底しながら
市場取引業務を行った。
　お客様にはご来場いただかなくてもお取引いただけ
るように、大阪本部において 4 月と 5 月は WEB 販売
サービスを全買参人に無料開放した。在宅セリシステ
ムを運用している神戸本社においてはこれをあらため
て推奨した。従業員に対しては、日々の体調管理はも
ちろん在宅勤務を交代制で導入し、さらに特別休暇を
臨時で付与することで出社する機会を大幅に減らし
た。在宅勤務に関しては平素から出張等により出社で
きない場合にも社外からセリ前販売、WEB 販売の価
格入力、注文品の引き当て等の通常業務が可能な体制
を構築しており特に支障なく対応することができた。
産地等への出張は当面原則禁止とした。
　多くの買参人が集まるセリ室は通常締め切る出入り
口を開放し、強力な送風ファンを併用することにより
常に外気と入れ替えができる状態とし空気の滞留を防
ぎ密閉空間にならないよう最大の留意を払っている。
買参人が使用する応札端末はアルコール消毒液により
適宜拭き上げを実施。来場時には可能な限りマスクの
着用と同一買参以外の方とは距離を取って着席いただ
くようお願いしている。取引量が激減し出勤する従業
員が限られる中、セリ販売は支障のない範囲でレーン
数を一部減らして実施した。

【市場取引】
　政府による緊急事態宣言の発令に伴い人々の社会生
活は大きく制限を受けることとなり、市場取引はかつ
て経験したことのないような厳しいものとなった。特
に緊急事態宣言発令直後の 1 週間の平均単価は日に
日に下落を続け記録的暴落。高単価の期待できる歓楽
街の飲食店への装花やギフト需要、さらにホテル関係
を中心としたイベントや宴会の自粛から高級花が特に
弱い取引となった。輸入花は航空機の大幅な減便や運
航中止に伴い輸送スペースの確保が困難となり、運賃
が通常の 3 倍近くまで一気に高騰。取引量は輸入業
者により異なるが昨年対比でおおむね 60 ～ 80% 程
度まで減少した。特にマレーシア・タイからのデンファ
レやドラセナ類の入荷が極端に減少したため、引き合
いが強く高単価での取引となった。

セリの様子 1
一部レーンは使用せず　スタッフはマスクを着用

セリの様子 2
　　　　　買参人は間隔をあけて着席
　　　　　会話を控え可能な限りマスクを着用

セリ室内の様子 3　
　入り口を開放し天井に設置したスイングファンを併用　
　足踏み式アルコール消毒液を設置
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５月　コロナ禍の「母の月」商戦　
【消費と販売】
　緊急事態宣言下で迎えた母の日。消費者が母の日前
に生花店に集中するのを避けるため、今年は業界をあ
げて「母の月」としてキャンペーンを行った。大型商
業施設の休業に伴い、例年であれば百貨店等で花以外
のギフトを購入していた消費者が今年は生花を選ぶ傾
向が強くなり、母の月キャンペーンの効果もあり販
売は堅調に推移。外出自粛が求められる中インター
ネット販売が飛躍的に伸び、前年比 150％以上を売
り上げる業者もあった。引き続きスーパーでの購入が
堅調で、特に郊外の大型スーパーよりも地域密着型
の比較的小規模なスーパーでの販売が好調であった。

「STAY　HOME」が提唱される中、花き業界では「STAY　
HOME　WITH　FLOWER」を掲げ花のあるくらしを
提案した。都市部でのみ影響が出ていた葬儀需要の低
下が本格的に地方部へも広がり始めた月となった。

【花き卸売市場】
　市場では回復する取引量に対応するため、感染拡大
防止を図りながら従業員の勤務体制を徐々に通常シフ
トに戻し、母の日商戦は全従業員で対応にあたった。
これ以降ガイドラインに従いながら通常勤務体制へと
戻した。

【市場取引】
　5 月に入ると相場は一変し 10 円以上単価が上昇。
母の日の仕入れが本格的に始まると、カーネーション
の出荷が遅れたため引き合いが強く高単価での取引と
なり、他の洋花類もこれに追随し高値での取引となっ
た。輸入品の入荷量についてはコロナ禍においてもっ
とも落ち込んだ月となり、昨年比で 60 ～ 70％程度
の取り扱い量となる商社が多くを占めた。また一部で
は 50％を割り込む商社も見られた。

6 月　緊急事態宣言解除後　WITH コロナの時代へ
【消費と販売】
　5 月下旬に緊急事態宣言が解除され、春から自粛指
定されていたイベントが一部緩和された。大型商業施
設の営業再開後も生活スタイルの変化により地域密着
型スーパーの集客力は衰えることなく、相変わらず
パック花の販売好調は継続。葬儀は家族葬が主体とな
り規模は縮小。例年特にブライダル需要が大きな月で
あるが、今年はほとんど動きがない状態。ブライダル

を中心として扱う業者の中には昨年比 40％以下の取
扱量となる業者もあった。
　

【市場取引】
　全体に引き合いが弱い中、本格的な梅雨の到来とと
もに軟調な市況となった。葬儀の様式が変化したため
特に白菊の販売は苦戦を強いられることとなる。
　輸入花は前月と比較すると数量比で大幅に回復した
が、依然航空運賃が高止まりしている状況が続いてい
るため販売単価が強く求められた。航空運賃の高止ま
り傾向は今後も続くことが予想されるため、航空輸送
から船舶輸送に切り替えることを検討する商社も出て
きている。輸入花に関しては運賃高騰によりつめ込む
数量を増やしすぎた影響と思われる。品質に関するク
レームが例年よりも多く見受けられるようになった。

7 月　日照不足　遅い梅雨明け
【消費と販売】
　経済活動が再開されながらも新規感染者数が抑えら
れていたこともあって一時的に回復傾向も見られた。
だが全体的には梅雨の影響を受け、消費は低迷し販売
は苦戦。長引く梅雨により買参人の買い控えが目立つ
月となった。

【市場取引】　　　　　　　　　　
　市場業務は引き続き感染拡大防止を図りながら通常
の業務を遂行。量販加工業者においては、スーパーで
の販売が継続して好調なことから昨年以上の売り上げ
を確保する業者もあった。葬儀業者は在庫を極力最小
限にとどめ、仕入れの回数を例年よりも増やす傾向が
見られるようになった。
　消費の先行きの不透明感から春以降作付けを減らす
産地や作型の変更を行う産地もみられ、この影響が本
格的に出始めた月となった。これと併せ全国的な天候
不順や高冷地の生育遅れが重なり、入荷量が昨年比
85 ～ 90％程度で推移。結果小菊やスプレーマムを含
むキク類が入荷が減少したが単価高により取扱金額増
となり、特に和花類は販売が好調。バラ類は国産品は
暑さのため、また輸入品は航空便の減少により、大幅
に入荷減となった。

8 月　感染者拡大　関西盆需要　猛暑
【消費と販売】
　再び感染者が都市部を中心に増大し始めた。特に大
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阪府の新規感染者数が東京都を超える日もあった。こ
の影響もあり一般小売店の購買力が縮小。お盆に向け
ては買い控え傾向が見られた。しかしながら台風の襲
来を受けた昨年と比較すると販売結果は非常に好調。
お盆の帰省を見送る人々が多い中、インターネットや
花キューピットなど花店のネットワークを通じて実家
に花を届けるという動きも見られた。特に今年はお盆
の時期を避けて墓参りをする人が多くあり、例年にな
く盆明け以降も長期間にわたり店頭販売が好調を維持
した。

【市場取引】
　盆需要期に関して、和花は産地で 7 月の大雨の影
響を受けたところ以外は比較的順調な入荷となる。た
だしハス花は出荷時期のずれの影響を受け高単価での
取引となり、特にレン台の入荷不足が顕著となった。
洋花に関しては春先以降の天候の影響があり、高冷地
を中心に生育遅れが見られ盆を超えての出荷があっ
た。だが基本的には先月に引き続き品薄傾向であった
ため比較的高単価での取引となった。盆明け以降わず
かながら回復傾向の葬儀需要と品薄により、白菊が特
に高騰し引き合いの強い状態が続いた。全体としては
盆明け以降例年相場は低迷するが、店頭販売が好調を
維持したため今年は比較的堅調に推移。特に量販店や
加工業者からの発注が好調であった。

市場取扱高　切花　昨年対比
　弊社での切花市場取扱高については新型コロナウ
イルス感染症の影響を大きく受けた 3 月から 5 月は
前年割れとなった。特に緊急事態宣言下の 4 月、5 月
は極めて厳しい結果となった。しかしながら 6 月か
ら 8 月は 100％を超え、前年を上回る販売結果となっ
た。これは昨年 6 月下旬から 7 月上旬にかけて大阪
で G20 が開催されため、人々の活動や物流に大きな
制限を受けて、一時的に花の消費が大きく落ち込んだ
こと、また昨年 7 月は本来 8 月出荷の盆用花が一部
前進開花となり集中出荷となったため、需給のバラン
スが崩れ単価が落ち込んだ影響によるものである。8
月は昨年盆の最重要店頭販売日の週末に台風 10 号の
襲来があり、大幅に販売を落としたことが大きく影響
している。また新型コロナウイルス感染拡大に伴い、
在阪の一部の市場がセリを含むすべての取引を今年４
月以降 WEB 上で行うようになり、さらにその後セリ
販売時間の大幅な変更を行ったことにより仕入れ業者

が流動的になっていることも原因の一つとして考えら
れる。

今後の花き取引
　新型コロナウイルス感染症拡大に伴い私共花き卸売
市場はかつてないほど大きな影響を受けている。人々
の生活様式が劇的に変化する中、特にホームユースを
中心とした消費が堅調に推移していること、またイン
ターネットを通じた販売が極めて好調であることなど
は明るい話題である。仏花需要が好調を維持している
のも相場の支えとしては非常に大きい。直近では盆花
の需要が高かったことは、継続する好調な仏花需要と
併せて長引くコロナ禍での生活により人々の心に何ら
か変化が生じている可能性も考えられる。在宅時間が
増えることにより時間的余裕あるいは精神的変化が生
まれたため、空間的ないろどりや精神的な癒しなどを
求め自宅に飾る生花の需要も高まっている。そして一
部の消費者が SNS などを通じて発信することにより
共感する人も多くさらに広がりを見せていると考えら
れる。
　しかしながら現状ではそれら消費者が購入した生花
について正しく取り扱いできていない場合も多い。水
揚げの不良など様々な要因で本来の生花のもつ美しさ
を見ることなく、あるいは観賞期間に満足することな
くしおれたり枯れたりすることにより廃棄されてし
まっている事例も多くある。我々供給サイドとしては
あらためて販売店や WEB、SNS などを通じ生花の正
しい手入れの仕方など、メンテナスの大切さを啓発し、
本当の満足を消費者に届けていく必要があると感じて
いる。
　花き卸売市場においては不規則になりがちな勤務体
制を見直すきっかけになると考えられる。時代の求め
る働き方改革も見据えたうえで、流通業界に卸売市場
が求められる機能をしっかり果たしていかなければな
らない。最新技術を駆使し市場にご来場いただかなく
ても様々な取引が完結する環境を構築し、併せて効率
化省力化を図っていく。一方で私共が取り扱う商品が
画一的な工業生産品ではなく生産者の方々が丹精込め
て作られた農業生産品であることを常に忘れずに、「現
場」「現物」にもこだわり感染予防対策を講じた上で
買参人の皆様にご来場いただき、直接商品を見てお取
引いただける環境を今後も提供していきたい。
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特集　～自然災害と花卉生産～

東日本大震災とその後の経営
㈱ざおうハーブ　

平　間　拓　也

自社紹介
　㈱ざおうハーブは宮城県の南西部に位置している蔵
王町で主にハーブ苗を生産し出荷している会社です。
　私は大学卒業後、実家の会社である㈲グリーンアト
リエひらきゅうに勤めましたが、経営のバランスをと
るには抜本的な改革が必要と考え、勝手に動いて色ん
な人に会って社会に対して自分ができる事を考え直す
事を始めました。その後自分の決済で物事を動かす為
に 2011 年の 1 月に㈱ざおうハーブを立ち上げまし
た。
　現在の事業内容としては、市場外流通がほとんどで、
ハーブ苗の段ボール出荷、ネギ・玉ねぎの抜き苗の段
ボール出荷、物流センター納めの野菜苗出荷で、売り
先はホームセンターが中心です。ガーデニング関係以
外には、青果としてのハーブやドライハーブ、ハーブ
ドレッシングを自社加工して飲食店や青果店へ出荷し
ています。
　さらに直接遊びに行ける農場として自社農場での直
販に力を入れています。ビニールハウスを利用して売
店兼イベントスペースを作り、定期的にワークショッ
プイベントを開いたり、農場でのハーブ摘み取りを受
け付けたりして、遠くても訪れたい場所になるよう
心がけています。蔵王連峰を一望できる所にハーブ
ティー素材のカモミールの花畑を作って摘み取りの受
け入れをしていて、地元テレビ局が毎年取材に来ます。
現状ハーブ苗は店でまともに在庫されている季節は数
か月しかなく、年中ハーブ苗が多種置いてある店がほ
とんどないので、何時間もかけてハーブ苗買いに来る
人もいます。自社生産のハーブ加工品の他に、原料の
ハーブを納めている取引先のハーブ商品を仕入れて販
売する事もしています。他には地元の人向けに一般的
な野菜苗や花苗を生産販売していて、地元の人が苗を
買いに来る場所にもなっています。

蔵王連峰を一望するカモミール花畑

自社製品

東日本大震災発生直後の状況
　会社を起こしてすぐの 2011 年の 3 月 11 日に東日
本大震災が起きました。事務所にいたら、聞いたこと
がないような音が携帯から流れて、ものすごい揺れで
書類が飛び散り散乱し、ドアが外れました。外に出た
らありえないほど電線が揺れて、ハウスの配管が破裂
して水が噴き出し、地割れも起きていました。屋根は
軽いので落ちてくる事はないかとは思いましたが、祖
母が寝ている部屋のタンスが倒れると危ないので急い
でそちらを避難させました。
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震災の地割れ　

　翌日、ビニールハウスを会場にして、近所のシェフ
を呼んでイベントを企画していました。この状況で開
催は無理ですよね？と、確認する為にお店に向かった
ら、信号は止まっているし道路は割れて通れなくなっ
ている。想像以上に大ごとになのか？と、考えつつシェ
フのところへ着くと、店はぐちゃぐちゃに散乱してそ
れどころじゃない様子。さらにそこで津波で海沿いの
町がのまれた話を聞きました。にわかには信じられま
せんでした。イベント中止の連絡はできませんでした
が、翌日来た人はいませんでした。当然ですが。
　この地震で電気も水道も携帯の電波も来なくなりま
した。その夜は何もしようがないので、余震対策に屋
根が軽いプレハブ事務所に家族で移動して寝る事にし
ました。一晩したら電気くらいは復旧するかな？くら
いのつもりでいたのですが、そんな甘いものではな
かったです。
　自分達が生存するという事に関しては不自由しませ

んでした。家のすぐそばに湧き水が出るので飲み水は
確保可能、ガスはプロパンガスなので問題なし、トイ
レは水洗でなくいわゆるボットン便所なので問題な
し、食べ物は米やじゃがいもが大量にあるので問題な
し。震災発生後数日間はシェフが来て、冷蔵庫内の食
材を無駄にしないようにビニールハウスで炊き出しを
してくれて、むしろ普段より美味しいもの食べていま
した。暖房に関しては灯油ストーブを使っていたのと、
ハウスの暖房用に灯油タンク内に灯油が豊富にあった
のでこちらも問題なし。
　ファンヒーターやエアコンに頼っている家庭は電気
が来ない事でそれらが動かなくて暖がとれなくて大変
そうでしたので、余分にある灯油ストーブを貸し出し
ました。水がない人には会社にある水タンクに水を汲
んで持って行く事もしました。ローテクな農家はそう
いう時しぶとく生きられますね。
　それぞれのライフラインの回復に要した日数は、電
気が 5 日後、携帯の電波が 6 日後、水道が 13 日後で
した。植物の栽培に関しては、まず電気が来ない事が
つらかったです。寒さに弱い植物はなかったので暖房
機がつかない事は問題になりませんでしたが、電動ポ
ンプが動かないので水やりする事ができない。ガソリ
ンを燃料にして動く動力噴霧器を使って水やりする事
で管理し続けました。出る水量が少ないので時間がか
かる。ガソリンがなくなると水やりができなくなるの
で、ガソリンの残量にはピリピリしました。
　数日後電気が復旧した事でとりあえず水やりの心配
は要らなくなり、だいぶ気が楽になりました。今度は
度重なる余震で、そのたびに地中に埋めてある水道管
がずれて水漏れが発生しました。余震が続く間は頻繁
に穴を掘って直す事を繰り返しました。そのうち面倒
だから掘った穴は埋めずに。水道管パイプがずれた時
に掘る作業を省略するなんて事になっていました。
　携帯の電波がつながらなくなっていた事で、安否
を気にする人とも連絡がつかなかったのもやきもき
しました。地震直後はつながっていたので、そのタ
イミングでブログにでも無事です情報を流しておけ
ば無駄に心配かける事もなかったですね。今なら SNS
にアップするのでしょうけど、私はまだ Twitter も
Facebook も習慣にしていませんでした。意外な弊害
としては、携帯の電波がつながらないと、農場が点在
している為、家族間の仕事の段取り等の連絡にいちい
ち車で移動して意思疎通をしていた事。いつもより余
計にガソリンが必要になりました。
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　ガソリンが手に入らない期間が長期間に及んだ事が
苦労でした。ガソリンスタンド前には車がずらりと並
び、朝一でスタンドに入店する為に車を車道に停めた
まま帰宅して場所取りする人もいました。田舎はどこ
に行くにも車が必要になるので、日常生活に多大な影
響がでます。県外までガソリンを買いに行く人もいま
した。経営という面から見た場合、ガソリンがないと
スタッフが出社できない事、仕事が進まないという事
が問題としておきました。需要期に向かっていく時期
に生産が進まないのもつらかったです。
　2 週間以上宅配便流通が復活しなかった事も経営へ
の影響が大きかったです。段ボールによる宅配便流通
に頼っていたので、商品があっても出荷ができない。
それが被災エリア以外の人からすると伝わりづらいみ
たいで、予約を受けていた所からまだ出せないの？と
いう問合せを受ける事もありました。あとから考えて
みると、その時出せなくて供給が減った分は翌年以降
の計画数にも影響して回復しませんでした。
　地震の被害以上に問題として大きかったのは、隣県
の福島原発事故問題です。震災直後に福島原発で事故
が起こって放射性物質が流出したらしいと噂で聞いた
時は、それがどのくらいの事態なのかわからず、今こ
こにいて大丈夫なのだろうか？とか、今後ここにいら
れるのだろうか？と考えました。私は蔵王が好きでこ
こに住んで事業をして生きる事に生きがいを感じてい
るけど、場合によってはよそで生きる事も考えないと
いけない。よそでやる事には蔵王でやるほどのロマン
を感じられなくて、自分が人生におい
て何を大事にしてどう生きていたい
のか？そんな事を考える日々でした。
結果的にはなんとか許容範囲という
所におさまりましたが、よそに移住
した近所の人もいました。
　取引における農産物の残留放射性
物質について、具体的な問題として
浮上してきたのは震災の翌年でした。
福島の隣県からは仕入れたくないと
苗の取引を断られる事もありました。
青果ならともかく苗でそんな事ある
の？と思いましたが、買うかどうか
はお客さんが決める事なので仕方な
いですね。その後何年かは土中の放
射性物質の残留量の検査結果を提出
して取引するのが主流になりました。

　飲食用のものに関しては自治体で検査体制を作って
くれて、その結果の書面をそえて出荷する形になりま
した。そもそも残留基準がどうなのか？の議論もあり
ましたが、現場としてはやれる事をやってお客さんに
判断を委ねる形で商売しておりました。今は残留放射
性物質について言及される事はありませんが、イノシ
シに関しては現在でも県の南端エリアで微量のセシウ
ムが検出され、宮城県内のイノシシは食用として流通
できません。食用にできない事によってイノシシをと
るモチベーションが低下している事も、イノシシ被害
の増大に影響を与えていると思われます。

震災後の経営のあゆみ
　震災が起きた事で全国各地から宮城県に支援をいた
だきました。震災直後は被災地の商品を買って応援い
ただく動きが起きました。花卉研の先輩の花屋さんに
呼んでいただいてハーブ講座のイベントを開催しつつ
販売する事もありました。とてもありがたかったです。
　震災前から、若手の農家を応援しようという機運は
ありましたが、それに被災者支援という意味合いも加
わり、出会う人が一気に増えました。農家の後継者を
応援する「農家のこせがれネットワーク」、東京在住
の宮城ファンコミュニティ T ⇔ MAP、東京で栄養士
や調理師を育てている専門学校の食糧学院、震災を
きっかけにうまれた生産者と消費者をつなぐ媒体の東
北食べる通信など。

東京と宮城をつなぐ T ⇔ MAP 交流会
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　具体的に商品を仕入れてくれたり、販売先をつない
でくれたり、ビジネスの勉強会を開いてくれたり、関
わり方は様々でしたが、震災がなかったら出会わな
かった人達のおかげで自分の世界が広がりました。中
東から、ジャーナリスト集団が蔵王の農場に視察に来
た事もありました。
　お誘いが多い事もあって、震災後数年は勉強会やイ
ベントに出ていく機会が多かったです。ブランディン
グを中心にしたビジネス系勉強会や商品企画に関する
勉強会にはよく出席しました。経営者である前に一人
のハーブ関係者としてのスキルを身に着ける為に、料
理教室、メディカルハーブ教室、アロマ教室、マクロ
ビ教室にも通いました。震災を機に宮城の食関係者と
生産者をつなぐイベントも増えたので、飲食店と生産
者で連携してお客さんに料理を提供するイベントや、
生産者が食材を持ち寄って消費者に料理を提供するイ
ベントにも参加しました。
　被災者応援の他にも、震災をきっかけに今までの社
会で前提とされていた価値観が見直されて、顔の見え
る関係性や生産物にこめられた哲学や物語を大事にす
る人が増えた事も経営に影響しました。震災前から、
顔の見えるお客さんを作る事や、自社生産のハーブを
活かした食の分野への参入、ハーブ文化のパイを拡げ
る事を意識しておりましたが、震災後その考え方と
マッチする人が増えて連携できる人が増えたので、そ
ちらにかける比重を大きくして新しく始める事が増え
ました。
　スマホの普及も経営に影響しています。もともと
ネットでの情報発信はしていましたが、それがお客さ
んに届きやすくなり効果が実感できるレベルになって
きました。最近は自分の企画のイベントを SNS のみ
で告知してもある程度お客さんが集まるようになり、
集客のハードルが下がった事で、少人数イベントを開
催しやすくなり、それを広報する事で新たに興味を持
つ人が現れるという流れになってきました。
　美味しいものを食べたいという動機で通い始めた月
一料理教室も、10 年通っているとノウハウとして仕
事に活かせるようになりました。今はハーブを使った
料理を作って食べて体験していただくワークショップ
も開催しています。

自社のワークショップの様子

　今年になってコロナの影響で飲食店向けのハーブの
出荷が激減しました。園芸業界で売上が立ちづらい季
節の仕事として、経営のバランスをとる事に寄与して
いましたが、あてにはできなくなりました。フレンチ
レストランに料理を彩る為に使うハーブの花を提供す
る事で、ガーデニング素材も生産するハーブ屋ならで
はのビジネスモデルが作れるではないかと、次の展開
として考えていたのですが、思いもしない事が起こる
ものです。飲食店売上は落ちましたが、代わりに巣ご
もり園芸需要が伸びた事と、ネットでの販売が増えた
事、密集する所を避けて蔵王の農場に遊びに来るケー
スが増えた事で多少はカバーできました。三密の心配
が少なくて取材しやすいという事でメディア露出が増
えるという事もありました。数年前に宅配運賃が高騰
した事で遠くのエリアに宅配便で出荷するモデルが厳
しくなりましたが、よそから来る荷物も減ったので、
地元の需要に対応するものを作る事でバランスが取れ
た事もありましたが、何かが起きて社会が変わる時は
別の可能性が生まれる事がありますね。
　震災が起きた事で失ったものもありますが、それが
きっかけで知ったもの見えたものがあって今の事業に
活きています。おそらくこれからも色んな事が起きる
のでしょうが、その都度できる事の引き出しを増やし
ていきながらしぶとく対応して生き延びようと思いま
す。ハーブによってちょっと幸せなライフスタイルを
提供する事で、社会が少しでも良くなる事を願ってい
るので、社会の変化に合わせ、今後も一人のハーブファ
ンとしてハーブの楽しさを掘り下げて広めていく努力
を続けていきます。
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農薬行政の最新情報

草　間　祐　輔

　農薬は作物の品質向上及び効率的な生産に必要な資
材であり、安心安全な農産物を届けるためになくてはな
らないものです。ここでは、近年の農薬取締法の一部
改正などの話題を取り上げ、あわせて特定防除資材に
ついて解説します。

1．農薬の適用作物のグループ化について
　農薬を使用する場合は、ラベルに散布する対象の作
物名、病害虫名が表示されている製品を選んで使うこと
が基本です。トマト、なす、きゅうりといったメジャーな
作物であれば、それらに適用のある農薬は多いのです
が、ゴーヤー (にがうり)、パセリ、モロヘイヤ、ラズベ
リーといったマイナーな野菜や果樹に適用のある農薬は
少ないのが現状で、自分が育てている作物に使える農
薬選びに困ることがあります。そんな時はラベルの適用
作物の欄に「野菜類」「果樹類」など、作物を大きくま
とめてグループ化した適用のある農薬を使用すると便利
です。非食用作物では「花き類・観葉植物」「樹木類」
といったグループがあります。

どんなグループがあり、どんな作物が含まれるか
　農林水産省は 2019 年 3月 29日にグループ化によ
る作物分類を改訂し、適用作物の名称を通知しました。
どのグループにどんな作物が含まれるかを知っている
と、農薬の選択肢が広がり必要に応じて安心して農薬
を使用できます。ただ、植物への影響（薬害）につい
てはグループに含まれる全ての作物について確認してい
ないため、使用する人は事前に薬害のないことを確認し
て使用者責任で使用してもらうことになっています。この
使用者責任については、グループ化された適用作物が
ある農薬のラベルの、安全使用上の注意に記載されて
います。以下に具体的な利用例とグループ化の一覧表
を紹介しますので参考にしてください。なお、グループ
に含まれる主な作物名の詳細は農林水産省ホームペー
ジの作物分類を参照してください。

https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_sasshin/group/
sakumotu_bunrui.html

グループ化された適用作物の利用例

〇現在持っている農薬はトマトの適用はあるが、ミニトマトの適用がない。野菜全般に使いたい。
　→「野菜類」の適用がある農薬なら、トマト、ミニトマトなど種類にこだわることなく、さまざまな野菜類に使えます。
〇ジャガイモ（ばれいしょ）にもサツマイモ（かんしょ）、サトイモにも使いたい。
　→「野菜類」または「いも類」の適用がある農薬が使えます。
〇ブルーベリーやラズベリー、ブラックベリーなど、いろんなベリー類に使いたい。
　→「果樹類」または「ベリー類」に適用がある農薬が使えます。
〇いろんなハーブに使いたい。
　→「野菜類」の適用がある農薬が使えます。
〇食用バラ、食用パンジーなどのエディブルフラワーに使える農薬はないか。
　→「野菜類」の適用がある農薬が使えます。
〇薬用アロエ、ゲンノショウコなどの薬用作物に使いたい。
　→「薬用作物」または「野菜類」の適用がある農薬が使えます。
〇いろんな草花やバラ、多肉植物、観葉植物に使いたい。
　→「花き類・観葉植物」の適用がある農薬が使えます。
〇庭木や花木類全般に使いたい。
　→「樹木類」の適用がある農薬が使えます。
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適用作物のグループ化一覧表（一部抜粋）

※１：食用及び家畜飼料の両方に利用される農作物

大作物群 中作物群 小作物群 グループに含まれる主な作物名

野菜類

いも類 ‐ かんしょ、ばれいしょ、やまのいも
根菜類 ‐ にんじん、だいこん、かぶ、はつかだいこん、ごぼう

鱗茎類
鱗茎類（根物） たまねぎ、らっきょう、にんにく
鱗茎類（葉物） ねぎ、わけぎ、にら

豆類（種実） ‐ だいず※ 1
豆類（未成熟） ‐ えだまめ、さやえんどう、未成熟そらまめ

うり類
うり類（未成熟） きゅうり、ズッキーニ、にがうり
うり類（成熟） かぼちゃ、すいか、メロン

なす科果菜類
‐ トマト、ミニトマト、なす
ピーマン及びとうがらし類 ししとう、とうがらし、ピーマン

あぶらな科野菜
（花蕾及び茎）

はなやさい類 カリフラワー、茎ブロッコリー、ブロッコリー
あぶらな科茎野菜 コールラビ、ザーサイ

葉菜類

非結球あぶらな科葉菜類 チンゲンサイ、みずな、こまつな、たかな、のざわな
結球あぶらな科葉菜類 キャベツ、はくさい、メキャベツ
せり科葉菜類 せり、セルリー、パセリ、みつば
レタス類 エンダイブ、非結球レタス、レタス
レタス類以外のきく科葉菜類 しゅんぎく、すいぜんじな
しそ科葉菜類 しそ、セージ、バジル
ヒユ科葉菜類 おかひじき、ほうれんそう
‐ つるむらさき、モロヘイヤ

茎野菜類
ふき類 つわぶき、ふき
‐ アスパラガス、うど、ルバーブ

食用花 ‐ 食用ぎく、食用ミニバラ、食用パンジー
‐ ‐ いちご、オクラ、みょうが、ヤングコーン

きのこ類 ‐ ‐ えのきたけ、しいたけ、なめこ、ぶなしめじ

穀類

‐ ‐ 稲※ 1、そば
麦類 ‐ 大麦※ 1、小麦※ 1、ライ麦※ 1
ヒユ科雑穀類 ‐ アマランサス（種子）、キノア
イネ科雑穀類 ‐ あわ、きび、はとむぎ、ひえ
とうもろこし ‐ とうもろこし（子実）※ 1、未成熟とうもろこし

果樹類

かんきつ ‐ オレンジ、きんかん、みかん、ゆず、レモン
仁果類 ‐ かりん、なし、びわ、マルメロ、りんご

核果類
もも類 もも、ネクタリン
小粒核果類 あんず、うめ、すもも
‐ おうとう

ベリー等の小果類
‐ ぶどう
ベリー類 ブルーベリー、ハスカップ、ブラックベリー、ラズベリー

‐ ‐ アーモンド、いちじく、オリーブ、かき、キウイフルーツ、くり
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※作物群名、グループ名、作物名は農薬取締法で規定
された表示どおりに掲載しています。
（表の見方）
・グループ化の作物群名は一覧表のとおりです。グルー
プ化されていない作物は従来通り、作物名毎の登録も
あります。
・大作物群の適用があれば、それ以下の中作物群、小
作物群、含まれる個々の作物に使えます。同様に、中
作物群の適用があれば、それ以下の作物群に使用でき
ます（後半の表の大グループ名、中グループ名も同様）。
例：「野菜類」適用のある農薬は「いも類」「根菜類」「鱗
茎類」の作物群に使用できます。　
・「薬用作物」には「野菜類」適用のある農薬が使用で
きます。　
・今般の作物分類の改訂により、既登録農薬で現在使
えているものが使えなくなるということはありません。現
行のラベルに従って、改訂前の分類で使用しても新しい
分類で使用してもどちらも問題ありません。例：「野菜類」
に「いも類」が含まれることになったが、既に「野菜類」
適用がある農薬を「いも類」に使用することは問題あり
ません。

2．農薬の新農薬評価制度について
　農薬取締法の一部が 2018 年 6月15日に改正され、
新たに農薬の再評価制度が導入されるとともに、登録審
査が見直され、農薬使用者への安全性や、鳥類・ミツ
バチへの影響に対してのリスク評価が導入されました。
令和 2 年に入って一部の新聞記事で、農薬取締法が一
部改正されたのは、あたかも農薬が危険だからという印

象を与えそうな記事が掲載されました。この間、農薬取
締法は数回にわたり改正されてきましたが、それは安全
性を確保するための取り組みであり、今回の改正につい
ても科学的見地から正確に理解することが必要です。以
下に農薬取締法の一部改正にともなって導入された再
評価制度についてまとめました。
　今回の農薬取締法改正の背景は、農薬取締制度につ
いて2017 年 8月に施行された農業競争力強化支援法
で、3 つの見直しを行うことが第 8 条に盛り込まれたこ
とをふまえて改正されました。即ち、安全性を確保する
ための見直し、国際的な標準との調和を図るための見
直し、最新の科学的知見をふまえた合理的なものとする
ための見直しです。新たに導入された農薬の再評価制
度とは、農薬の有効成分ごとに15 年ごとに最新の科学
的知見に基づき安全性等の再評価を行うもので、再評
価の導入に伴って3 年ごとの農薬の再登録制度が廃止
され、農薬の登録審査も見直されました。
　その登録審査の見直しは、農薬使用者に対する影響
評価の充実、生活環境動植物に対する影響評価の充実
で、2020年 4月1日より登録申請される新規有効成分、
2021 年度から実施される再評価農薬より適用されるこ
とになりました。2021年度より実施する再評価農薬 (再
評価する既登録農薬 ) の優先順位を決定する基準は、
国民の健康や環境に対する影響の大きさを考慮し、国
内での使用量が多い農薬から優先的に実施されます。
　今回の法改正では新たなリスク評価が導入されまし
た。即ち、農薬使用者に対する評価は従来の急性的な
影響（急性毒性、眼・皮膚への刺激性、皮膚感作性など）
に基づく評価に加え、今後開発される新規農薬、及び

大グループ名 中グループ名 グループに含まれる主な作物名
薬用作物 ‐ せんぶり、とうき、げんのしょうこ、薬用アロエ
花き類・観葉植物 ‐ カトレア、クレマチス、シクラメン、ばら、ペチュニア、パンジー、ポトス、マリーゴールド

樹木類

かし類 あらかし、うばめがし、しらかし
しい類 すだじい、つぶらじい
つつじ類 アザレア、さつき、しゃくなげ
つばき類 さざんか、とうつばき、ゆきつばき
なら類 かしわ、くぬぎ、こなら
びゃくしん類 かいづかいぶき、はいびゃくしん
まつ類 あかまつ、くろまつ、ごようまつ
ヤシ類 かんのんちく、シュロチク、テーブルヤシ
‐ あじさい、かえで、さくら、さるすべり、ドラセナ、はなみずき、ベンジャミン、ポインセチア

芝
西洋芝 ケンタッキーブルーグラス、フェスク、ベントグラス
日本芝 こうらいしば、ひめこうらいしば、のしば
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既登録農薬の再評価では、毒性値と散布作業による使
用者への農薬暴露量を考慮した、後述のリスク評価が
導入されました。同様に鳥類やミツバチに対する評価に
も毒性値と農薬暴露量を考慮したリスク評価が行われま
す。
　新たに導入されたリスク評価では、毒性試験結果から
使用者への影響のない「農薬使用者暴露許容量」が設
定されます。一方、使用者の農薬暴露量は、「農薬の
調製作業時」及び「農薬の散布時」について処理方法
及び作物・栽培方法を考慮した暴露量を試算し「許容
量＞暴露量」となっていることを確認します。なお、「許
容量＜暴露量」の場合には、保護具を着用することに
より暴露量を見直し、許容量以内となった保護具の着
用が記載されます。
　生態系に関する評価については、今後開発される新
規農薬及び既登録農薬の再評価では、水産動植物のみ
ではなく、陸生の動植物へのリスク評価が必要になりま
す。蜜蜂及び鳥類、野生バチについては、暴露量と蜜
蜂毒性値を用いて評価し、作物毎に使用が可能かを検
討することになります。

3．特定防除資材 ( 特定農薬 ) について
　特定防除資材とは国が安全性を認めた農薬登録が不
要の資材です。農薬登録が不要であっても農薬行政に
おいては植物を害する病気や害虫を防除するための農
薬として位置付けられています。特定防除資材という仕
組みが生まれたのは、平成 14 年に催奇形性や発がん
性が疑われる無登録農薬の販売と使用が発覚し、これ
を使用した農産物が大量に廃棄されるなど、国民の食
の安全に対する信頼が脅かされる問題	につながったこ
とをきっかけに改正された農薬取締法が背景にありま
す。これを受けて平成 15 年に施行された改正農薬取締
法では、新たに無登録農薬の製造や使用を禁止したた
め、農作物の防除に農家が昔から使っていた薬剤（食
酢、重曹）や天敵で、安全性が明らかなものまで農薬
登録を義務付ける過剰規制とならないように特定防除資
材 ( 特定農薬 )という仕組みが作られました。なお、こ
れは無登録農薬を禁止するために必要な制度上の仕組
みで、新たな規制をもち込むものではありませんでした。
現在、国が指定する特定防除資材は食酢、天敵 ( 使用
場所と同一の都道府県内で採取されたもの )、重曹、エ
チレン、次亜塩素酸水 ( 塩酸又は塩化カリウム水溶液を
電気分解して得られるものに限る )で、これらはすべて
有機 JAS 規格の有機農産物 (オーガニック) 栽培に使

用できます。
〇特定防除資材の例　食酢の病害虫防除効果
　食酢は昔から生産農家が身の周りにあるものを工
夫して病害虫防除に利用してきたもので、国は農薬
取締法により安全性が認められた農薬登録が不要な
特定防除資材として病害虫防除のための使用を認め
ています。より環境やヒトにやさしい資材として有機
JAS 規格の有機農産物栽培にも使用されています。当
初、農林水産省は食酢を特定防除資材として販売す
る事はなかろうと考えていましたが、この間、家庭園
芸愛好家向けに植物に薬害が出ないよう酸度調整さ
れた製品が販売されました。製品によって対象病害虫
は異なりますが、害虫はアブラムシ、コナジラミ、ハ
ダニなど、病気はうどんこ病の予防に使えます。対象
植物の制限がなく、野菜や果樹、草花、庭木、観葉
植物まで幅広く使え、食用作物に対する使用時期に制
限がないので散布当日に収穫して食べることもできます。
ただし、防除効果は主として予防目的であり、病害虫の
発生後では効果が低いため、発生前から葉の表裏、茎
にまんべんなくかかるように、２～３日おきに続けて植
物全体に散布する必要があります。散布量は散布液が
葉先から滴り落ちはじめる程度が目安です。また、散布
後に雨や灌水がかかると効果がなくなるので再度散布し
ます。なお、食酢は目に刺激性があるので散布時は目
に入らないように注意します。食品成分であっても使用
の際は必ずラベルをよく読んで使用方法通り使うことが
大切です。
〇食酢についての素朴な質問
　１．ふつうの食酢を散布してもいいのか。
　→使用者の判断で利用することに何の問題もない。
　２．ふつうの食酢でも効果があるのか。
　→あるはず。ただし、食酢といってもいろいろな種類
　があるので、前記で紹介した病気や害虫に効くかどう
　かは不明。
　３．ふつうのお酢ではなく、家庭園芸用の食酢を購
　入するメリットは何か。	
　→ふつうの食酢をそのまま散布したら薬害が出る。家　
　庭園芸用の食酢は薬害がでない酸度調整された食酢
　であり、そのまま散布できる利便性がある。

（禁無断転載・複製）
著者：住友化学園芸株式会社に在職
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「種苗法」改正の動向について
一般社団法人日本種苗協会
平　山　祐　嗣

はじめに
　私は花卉研究室を 2006 年度に卒業したのち、一般
社団法人日本種苗協会という業界団体の事務局で、野
菜・花卉類の種苗業者向けに情報提供等を行う業務に
従事しています。この度『花葉』へ原稿執筆の機会を
頂きましたので、現在、種苗業界内で注目を集める「種
苗法の改正法案」について紹介させて頂きます。
　種苗法改正案は 2020 年 3 月に閣議決定され国会
に提出されましたが、著名人による SNS での言及な
どを中心に高まった反対運動の影響もあり、成立が見
送りとなりました。その後、改正法案が再度まとめら
れ、本年 10 月からの臨時国会での成立が目指されて
います。
　本稿ではこの法改正の内容について、種苗に関わる
皆様の活動の参考として頂けるようまとめてみたいと
思います。

「種苗法」とは
　種苗法は、新品種育成者の育成者権保護により創作
者にインセンティブをもたらし更なる品種開発の振興
を目的とする品種登録制度と、販売される種苗に必要
な情報を表示することで種苗の安定的な流通を目的と
する指定種苗制度の主な 2 つの柱により農林水産業
の発展に寄与することを目的とした法律であり、農林
水産省が管轄しています。
　種苗法の成り立ちについて、以下に歴史的な経緯を
まとめてみます。
　日本における種苗関係の法律の始まりとして、
1947 年に農産種苗法が制定されました。戦時下に劣
化した野菜種子の形質改善、農業生産の安定化や育苗
者の利益保護を目的として、種苗名称登録手続きと違
反者への罰則が規定されたもので、これが種苗法の前
身となります。のちに、新品種育成者の知的財産権保
護に関する国際条約「UPOV( ユポフ ) 条約」へ日本
が加盟することを契機に、この条約の内容を国内へ施
行するための法律として 1978 年に大改正され、法律

名も「種苗法」に変わりました。ここで登録品種の自
家増殖は育成者権者 ( 育成者権を持つ者 ) への許諾が
必要になりましたが、「農業者の自家増殖」は例外と
して条件付きで許容されました。
　その後、1991 年の UPOV 条約改正に従って種苗法
も 1998 年に改正され「登録種苗の無償譲渡」や、「収
穫物の無断利用」も育成者権の及ぶ範囲となり、一方
で、育成者権の及ばない『例外規定』として、①試験
または研究のための新たな育種素材としての利用や、
②農業者が正規に購入した登録品種の種苗から得られ
た収穫物を自己の農業経営において更に種苗として用
いるための自家増殖等が対象となりました。併せて、
上記の②に関しては、育成者権者の正当な利益保護を
目的に「省令で定める栄養繁殖植物に属する登録品種
の種苗を用いる場合は育成者権が及ぶ」、いわば『例
外規定の例外』が設けられるという複雑な状態、これ
が現行の種苗法となっています。

なぜ改正する必要があるのか？
　種苗法の大きな役割は品種登録制度による育成者権
の保護ですが、現行の種苗法ではそれを守りきれない
局面がみられます。第三者の違法な増殖による育成者
の利益損失や、育成者の意思に反した流出などです。
　最近の事例を挙げれば、2018 年の平昌オリンピッ
クで日本のカーリングチームがもぐもぐしていたイチ
ゴについては当時の農林水産大臣も言及する大きな
ニュースになりました。過去に、韓国の一部の生産者
のみに許諾したはずのイチゴ登録品種の苗が韓国国内
で流出し、大規模に無断増殖され日本に逆輸入された
事例があり ( 静岡県の「章姫」や愛媛県の「レッドパー
ル」）、農林水産省の調査によれば現在、韓国で流通す
るイチゴ品種のおよそ 9 割がこうした日本の品種を
基に育成された品種であるとのことです。
　その他にも 2006 年に品種登録され大ヒット品種と
なったブドウ「シャインマスカット」の海外での無断
増殖および産地化など多くの事例があり、花き類にお
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いては中国から輸入されるカーネーション切り花に不
正増殖されたものが混在する問題や、愛知県でキクの
登録品種が無断で栽培し続けられ、刑事告訴まで発展
した事件もあります。
　このように現行法では、登録品種が正規に販売され
た後の海外への持ち出しや無断譲渡を差し止める方法
がなく、その品種が安価で逆輸入されることになれば
国内の農家にとって脅威ともなりえます。また、登録
品種の増殖の実態を把握することが困難であり、増殖
された登録品種が合法か否かの判別が難しく監視の目
が行き届かないことも考えられます。その他、育成者
権侵害の立証には原則として植物体の実物の比較を求
められることから、公的機関に委託して栽培試験を実
施した後にやっと侵害の事実が確認されるなど、多大
な労力と時間がかかるという問題点もあります。
　また、1978 年に種苗法が制定された時点で設けら
れた農業者の自家増殖に関する例外規定は、当時の生
産現場が混乱しないための措置であり、農林水産省で
は生産現場へのアンケート調査や説明を行いながら将
来的には UPOV 条約の内容に合わせ、原則としてす
べての登録品種の自家増殖に育成者への許諾を必要と
するよう改めることが目指されてきました。
　これらの状況から、「育成者権者の意思に応じて登
録品種の海外流出等を防止できるようにする」「育成
者権を活用しやすくする」「現行の種苗法を UPOV 条
約の水準に引き上げる」ことが必要と考えられ、種苗
法の改正法案が提出され審議が行われてきました。

種苗法改正案の主なポイント
　2020 年 10 月の臨時国会で審議される種苗法改正
案の要点を以下の通り抜粋します。なお、改正案全体
の内容については、参考資料として農林水産省のサイ
トに公開されている「種苗法の一部を改正する法律案
の概要」を文末に添付しますのでご参照ください。

１．登録品種が輸出・栽培される地域や国を育成者権
者が指定できる
　労力と時間をかけて育成された優良品種が育成者の
意図に反して海外に流出、更に第三国や日本に輸出さ
れたり産地化したりすることを防ぐための改正です。
現行の種苗法では、販売された登録品種を海外に持ち
出すことは違法ではありませんが、この改正により育
成者権者が国や地域を指定して栽培を制限するなどの
利用条件を設定し、条件に反する行為に対して育成者

権の侵害を主張することができます。

２．自家増殖の規定の見直し
　登録品種の自家増殖の規定を UPOV 条約の内容に
準じた国際標準に引き上げるための改正です。
　現行の種苗法で設けられていた「例外規定」や「例
外規定の例外」を無くし、原則すべての登録品種につ
いて自家増殖は育成者権者の許諾が必要になります。
これにより、育成者権者は登録品種の増殖実態を把握
することができ、疑わしい増殖に対して速やかに対応
することが可能になります。

３．特性表 ( 書面 ) による侵害立証を可能にする
　権利侵害の申し立てにあたり登録品種と侵害が疑わ
れる品種の現物の比較ができない場合でも、育成者権
者が品種登録の際に作成した特性表に基づき立証がで
きるようになります。侵害を立証できる手段が広がり、
育成者権を活用しやすくするための改正です。

４．登録品種には広告や販売時の表示が義務付けられる
　登録品種の販売や広告を行う際には「登録品種であ
り、増殖には制限がある」ことを示す表示が新たに義
務付けられます。育成者権者の意図しない増殖が行わ
れた場合に侵害の申し立てをしやすくすると同時に、
農業者が意図せず登録品種の権利侵害をしてしまうこ
とを防ぎます。このことは種苗法改正案の「指定種苗
制度」の中で、登録品種の販売時の表示のあり方が罰
則規定として明確化されています。

種苗法改正に対する誤解
　種苗法改正について紹介する一部の記事や報道では

『自家増殖の一律禁止』や『農業者の権利が奪われる』
など強烈な文言が使われることも多く、農業者の警戒
心を高めるばかりで正しい内容が伝わっていないよう
に感じられます。ここでは、種苗法改正に対する誤解
に基づいてしばしばみられる懸念を挙げ、それに対す
る回答を記します。

誤解①　
法改正ですべての自家増殖が一律禁止になる？
→一律禁止にはなりません。自家増殖に許諾が必要に
なるのは登録品種のみであり、その他の一般品種はこ
れまでと同様に許諾は不要です。一般品種とは、「在
来種 ( 地域の伝統品種 )」「品種登録されたことがない
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品種」「品種登録期間が終了した品種」を指します。

誤解②
法改正で農業者の不利益 ( 生産コストや事務負担の増
加 ) となる？
→不利益となる点はほとんどありません。農園芸マー
ケットにおいて一般品種は 90％以上を占めるといわ
れ、農業者はこれまで通り品種を選択できます。また、
改正法案で自家増殖に新たに制限が加わるのは、エダ
マメ等の豆類やレタスなどのキク科など、ごく一部の
固定種作物に限られています。また、農業者の事務負
担が増えないように登録品種の自家増殖の許諾手続は
団体がまとめて行うこともできます。

誤解③
海外などの大企業による種苗の独占が進む？
→国内の公的機関や種苗会社が日本の特徴的な風土に
適した優良な品種を開発しており競争力は圧倒的に高
いため、法改正されたとしても現状と変わらず海外企
業による種子の支配を心配する状況にはありません。
法改正で育成者権の保護制度を整備することが日本国
内の品種開発意欲を高め、国際的な競争力を強めてい
くと考えられます。

誤解④
ガーデニングや家庭菜園での採種も制限される？
→改正法案でも現行法と同様に、営利を目的とせず個
人で楽しむ場合には自家増殖の制限はされません。た
だし、自家増殖した種苗から得た収穫物や種苗を販売
したり譲渡したりする場合には許諾が必要となる場合
があります。

日本種苗協会としてのスタンスと取り組み
　日本種苗協会としては以前から、農業者の自家増殖
についても UPOV 条約に準拠した形で原則として許
諾を必要とするよう要望しており、品種育成者の権利
強化を目的とした今回の種苗法改正案には賛成のスタ
ンスを取っています。植物の新品種育成には多大な資
金、労力、時間を必要としますが、その対価を適切に
得ることにより次代の品種開発に活かされ、生産現場
で優良な品種を持続的に利用して頂くことで、実需者、
消費者の利益に繋がると考えるからです。
　日本種苗協会は品種育成者支援の活動として、他の
作物の品種育成者団体とも連携して、登録品種を示す

PVP マークの商標登録や品種登録制度に関する普及
啓発に努めています。登録品種以外についても、日本
の伝統的な農業を支えてきた在来種の保護は継続され
るべきと考え、多くの協会会員が各地の在来種の系統
維持や生産販売を行っており、また日本だけでなく世
界の在来種の育種素材としての活用を進めるため、農
研機構遺伝資源センター ( ジーンバンク ) との共同事
業として、遺伝資源センター保有の在来種の特性評価、
種子増殖を進めています。
　仮に今回の国会で種苗法が改正されたとしてもそこ
でゴールとはなりません。種苗法の内容は、国内の農
業者や消費者にはまだまだ知られていないのが現状で
す。まずは協会会員内において種苗法とその改正に関
する正しい情報を共有し、日常の業務においてその情
報を広く伝えていくことが重要です。
　今回の種苗法改正法案を通じて、きちんと議論がさ
れて様々な観点から審議が行われることで、品種登録
された品種は育成者の努力が集積した知的財産であ
り、無断で増殖したり海外に持ち出したりできないと
いう基本的な認識があらためて共有されることを期待
します。

参考資料
　「種苗法制度をめぐる現状と課題」
　農林水産省公開資料

　「種苗法 ( 育成者権と指定種苗表示 )」
　種苗界 2019 年 9 月号 ( 日本種苗協会機関誌）
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種苗法の一部を改正する法律案の概要

法律案の概要

背景

施行期日：令和３年４月１日
ただし、１(2)については、令和４年４月１日、１(1)並びに3①ⅲ、v及び
３②については、令和２年12月１日、３①ⅱについては、公布日

１ 育成者権者の意思に応じて海外流出防止等ができるようにするための措置
(1)育成者権が及ばない範囲の特例の創設
①登録品種の種苗等が譲渡された後でも、当該種苗等を育成者の意図しない国へ輸
出する行為や意図しない地域で栽培する行為について、育成者権を及ぼせるよう
特例を設ける。 （第21条の２～第21条の４）

※これにより、海外へ持ち出されることを知りながら種苗等を譲渡した者も刑事罰や損害賠償等
の対象となり得る（育成者権の侵害罪は10年以下の懲役又は1000万円以下の罰金）

②輸出・栽培地域に係る制限の内容は農水省HPで公表し、登録品種である旨及び制
限がある旨の表示も義務付ける（10万円以下の過料）。

（第21条の２第３項・第５項・第６項、第57条の２、第75条）

(2)自家増殖の見直し
育成者権の効力が及ぶ範囲の例外規定である、農業者が登録品種の収穫物の一部
を次期収穫物の生産のために当該登録品種の種苗として用いる自家増殖は、育成
者権者の許諾に基づき行うこととする。 （旧法第21条第２項・第３項）

(3)質の高い品種登録審査を実施するための措置
審査内容の充実のため、出願者から審査の実費相当額を徴収するとともに、出願
料及び登録料の水準を引き下げる。 （第６条、第15条の３、第45条）

２ 育成者権を活用しやすくするための措置
①品種登録簿に記載された特性（特性表）と被疑侵害品種の特性を比較することで
両者の特性が同一であることを推定する制度を設け、侵害立証を行いやすくする。

（第35条の２）

②育成者が特性表の補正を請求できる制度、裁判での証拠等に活用できるよう育成
者権が及ぶ品種か否かを農林水産大臣が判定する制度を設ける。

（第17条の２、第35条の３）

３ その他
①特許法等に倣い、ⅰ職務育成品種規定の充実（第８条）、ⅱ外国人の権利享有規
定の明確化（第10条第４号）、ⅲ在外者の代理人の必置化（第10条の２）、ⅳ通常
利用権の対抗制度（第32条の２）、v裁判官が証拠書類提出命令を出す際の証拠書
類閲覧手続の拡充（第37条）の措置を講ずる。

②指定種苗制度について、指定種苗の販売時の表示のあり方を明確化する措置を講
ずる。 （第59条第１項第２号）

〇近年、我が国の優良品種が海外に流出し、他国で増産され第三国に輸出される等、我が国
からの輸出をはじめ、我が国の農林水産業の発展に支障が生じる事態が生じている。

〇さらに、育成者権侵害の立証には、品種登録時の種苗との比較栽培が必要とされる判決が
出るなど、育成者権の活用しづらさが顕在化している。

〇このため、登録品種を育成者権者の意思に応じて海外流出の防止等の措置ができるように
するとともに、育成者権を活用しやすい権利とするため、品種登録制度の見直しを図る。

農林水産省 公開資料（https://www.maff.go.jp/j/law/bill/201/attach/pdf/index-38.pdf）
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日の丸ブリーダーを目指して
タキイ種苗株式会社　アメリカンタキイ

古　市　浩　之

　私は 2007 年にタキイ種苗に入社し、2014 年より米
国カリフォルニア州にあるアメリカンタキイでペチュニア
ブリーダーとして勤務しています。大学院時代の思い出
やタキイ入社後の経緯と共に米国の園芸情勢やペチュ
ニア市場の現状を少し紹介させていただきます。アメリ
カ生活が長くなってきたため、乱文等目に付くかもしれ
ませんがお許しください。
　なお題名は、ある尊敬するブリーダーの言葉を引用さ
せていただきました。

自己紹介
　私は福島県矢祭町という中間山地の花農家の長男と
して生まれました。元々は野菜や蒟蒻栽培を生業にして
いましたが、私が小さい頃に花卉栽培に転向したため、
物心ついたころから花に囲まれて育ちました。平成元年
に花卉栽培に転向して一代で安定した花卉専業農家を
築き、ポインセチア品評会では毎年の上位入賞、毎年
高水準の単価で取引されるポットカーネーションを栽培
する父を本当に尊敬しています。私は地元の高校を卒
業後、東京農業大学に進学しましたが、サークル活動
にアルバイトにと遊んでばかりの大学生活でした。当時
は漠然と花に関係する会社で働きたいという思いで就職
活動も行いましたが、社会に出て父に早く一人前と認め
てもらうにはと考えた折、生産者の川上で仕事をするブ
リーダーになるのが手っ取り早いという思いからブリー
ダーを志し、大学院で一から勉強し直そうという思いで
進学を決意しました。名だたるブリーダーの方々は、小
さいころから育種に興味があった、自分で種を取って育
てていたなど話を聞いたことがありますし、少なくとも植
物に精通していた方が多いと思います。そのような素晴
らしいバックグラウンドに比べるとなんとも浅はかな理由
でした。

千葉大入学の経緯と大学院生活の思い出
　進学を決意したその日に千葉大学のホームページを
検索したところ、なんと出願期限の 3日前でした。しか

も出願するためには一度教授と面接をする必要があると
書いてあります。即刻、園芸学部に連絡をし、安藤先
生に取り次いでもらい、翌々日に会っていただけること
になりました。当時は「運命的なタイミング」と思って
いましたが、そんな甘いものではありませんでした。安
藤先生にお会いして、一言目の言葉が「Arabidopsisっ
て知ってるか」という質問でした。無知さゆえに「ユリ
か何かですか」と咄嗟に返答したことは、今思い返して
も顔から火の出る思いです。その時点で先生には、こい
つは何も知らんなと烙印を押されたことをよく覚えていま
す。それでもなんとか出願許可は得られ、その後は一
から様々な教科書を読み漁ったおかげか、なんとか入
学することが出来ました。
　2005 年当時の花卉研は安藤先生が教授、國分先生、
渡辺先生が助教授の体制でした。一つ上の世代には松
原さん（現・松原園芸）や平山さん（現・日種協）と
いう優秀な先輩方、後輩達も物静かながらも野心を持っ
ているような精悍な人達ばかりで、他大学から来た私
は完全に浮いた存在でした。人数が多く、良くも悪くも
いつも朗らかムードが漂っていた農大の花卉研とは異な
り、千葉大の花卉研は少数精鋭で、笑顔の中にも何か
殺伐とした空気が流れ、常に緊張感がある雰囲気でし
た。勿論そのような空気を作り出していたのは、当時赤
いエスティマに乗っていた人物です。その方に怒られた
数々の伝説や毎年必ず怒られ役が設定されることは皆さ
んご存知だと思いますが、見た目が生意気なせいか多
分に漏れず私も怒られ役だったので、常にその方の目
に入らないように生活していました。ペチュニア野生種
の管理など懸命に作業し、休憩時間にただ煙草を吸っ
ていただけで怒鳴られたことなど、不可解に怒られたこ
とは数えきれません。そんな学生生活のストレスからか
大学院の 2 年間で体重は 30キロも増加し、0.1トンに
まで達していました。ラーメン激戦区になる走りの時期
だった松戸で、週 8 回ほどラーメン屋に通っていたこと
とは無関係だったと信じています。

－　24　－



右側が筆者

　当時の花卉研の研究作物はペチュニア、カリブラコア
が主体で、アントシアニン合成系の DNA 分析や色素分
析が主な研究テーマでした。出願面接時に自分の馬鹿
さを露呈した手前、頭よりも体力勝負と決め込んでいた
私は「ペチュニア野生種の昼夜開閉運動」に関して研
究することに決めました。今思えば、これが人生を左右
するターニングポイントだったと思います。まず、どの野
生種が開閉運動をするのかを調べるために全野生種を
対象に観察する必要があり、昼 12 時と夜 12 時に全野
生種の花径を調査しました。その流れから野生種温室
の栽培を担当することになり、2 年間ペチュニア全野生
種を朝から晩までじっくり観察できたことは非常に貴重
な経験でした。学生時代にペチュニアを研究し、就職
後もペチュニア育成に携われることは恵まれていますし、
何よりもペチュニア全野生種の特性を良く知ったうえで、
育成に携われることは強みになっています。

タキイ入社
～千葉大での実学・1000 属検定のありがたみ～
　「軍隊並みに厳しい職場」とは、昔からタキイを形容
する際に使われている言葉です。新入社員時代はひた
すら農業の基礎を叩き込まれます。白長靴を履きなが
ら移動は常にダッシュ、スコップを担ごうが、肥料を担
ごうが関係ありません。機械が壊れた時でも圃場作業が
できるようにという目的から畝立ては全て人海戦術、ハ
ウス建設も全て自前などとても効率的とは言えない面も
ありますが、将来就農する園芸専門学校の生徒達と共
に厳しくも明るい雰囲気で作業を行ったことは良い経験
です。そんなハードな生活のお陰もあり1 年で30キロ
のダイエットにも成功しました。知識、経験を得ながら
ダイエットも出来るという話は、就職説明会の先輩社員
インタビューでの私の鉄板ネタになりました。

ユーストマ自生地にて羽毛田氏と共に

　
　「水やり3 年」という言葉があるように、花卉グルー
プでは入社 3 年目まで週替わりで潅水業務を担当し、
各育成品目の栽培を叩き込みます。先輩社員に教わら
ずとも基本的な事は身に付いていたので、千葉大での
実学的な面がすぐに役立ちました。また入社後は花卉
研の大先輩でもある羽毛田次長（当時）に指導いただ
きながらペチュニアやカンナ、観賞用トウガラシ等の育
成を担当すると共に、当時タキイが買収したある会社の
遺伝資源の栽培、検定も担当しました。ここで役立った
のが 1000 属検定です。B 級程度の知識ですが、先輩
ブリーダーを含めても植物を知っている方だと認めてい
ただけたことで、花卉グループでは扱ったことのなかっ
た様々な品目を栽培しました。またその経験から、当時
育種を行っていなかった様々なマイナー品目の育成に
も挑戦することが出来ました。そのほとんどが既に羽毛
田次長が挑戦したことのある品目ばかりでしたが、僅か
な可能性を信じて挑戦させてもらえたことは良い経験に
なっています。

米国の花卉生産の動向
　米国の園芸事情に関して少し紹介します。2018 年の
USDA（米国農務省）の調査によると、米国の花卉園
芸生産農家は約 6400 軒で、栽培面積は約 8000 ヘク
タールです。卸売時での市場規模は約 5000 億円にな
り、カリフォルニア州、フロリダ州、ミシガン州の順で
大きな生産地になっています。また上位 100 位の農家
が総面積の 26 パーセントを占め、米国 1 位の Altman	
Plants（カリフォルニア）の栽培面積は240ヘクタール、
2 位の Costa	Farm（フロリダ）で140 ヘクタールにも
なります（2020 年 Greenhouse	Grower 誌）。また花卉
生産から大麻生産に切り替える農家が増加していたのも
近年の動向でした。しかし今年はコロナ禍の影響が大き
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1 インチ＝ 2.54㎝ 5 インチ鉢以下 
（カットパック含まず） 5 インチ鉢以上 ハンギングバスケット

ミシガン州 293 万 166 万 150 万
ノースカロライナ州 116 万 345 万 53 万
カリフォルニア州 250 万 107 万 35 万
フロリダ州 266 万 30 万 17 万
バージニア州 88 万 83 万 22 万

く、特に切り花農家に甚大な影響を及ぼしており、作付
けを止めてしまった農家も少なくありません。
　ペチュニア生産に関して見てみると、下記販売規格に
おける上位 5 州の栽培数は下記の通りです（2018 年
USDA）。
　米国でのペチュニアを含む花壇苗の販売規格は日本
とは異なり、日本で主流の 9㎝～ 10.5㎝ポットのような
規格はあまり見かけません。また規格によって使われる
品種も異なります。ペチュニアでは下記のように大別さ
れます。
・6 連結カットパック：安価な種子系立性品種使用。大
輪品種主流。

・クオートポット（4 号ポット相当）：種子系、栄養系共
に匍匐性品種主体。
・1ガロンポットやハンギングバスケット等の大鉢：種子
系、栄養系共に匍匐性品種主体。他色との混植や多品
目との寄せ植えも多い。
　また好みも日本とは大きく異なり、日本で主流の小輪
でコンパクト多分枝のような品種はこちらでは好まれず、
花径は中大輪から大輪サイズでビビットなカラー、特に
国旗の色である赤、青、白が最も重要な花色です。ま
た近年は栄養系ペチュニア市場が拡大しており、種子系
では出せないユニークな花色が数多く発表されているこ
とも人気の一因です。

尊敬するペチュニアブリーダー＋１
　タキイはペチュニア育種において後発の会社です。日
本国内では種子系（ディーバ、ラテリーナ）、栄養系（ギュ
ギュ、ドレスアップ）、海外では種子系品種を主に販売
していますが、花壇苗品目の中でも最も熾烈な競争品
目の一つであるペチュニアで市場シェアを伸ばすことは
容易なことではありません。そのような中で、現在も世
界を席巻している匍匐性ペチュニア品種を開発された偉
大な日の丸ブリーダーがおられます。超有名な方なので
説明する必要もありませんが、このレジェンドブリーダー
を凌駕するような品種を作らなければ世界一のペチュニ
アブリーダーにはなれません。

・竹下大学氏
種子系匍匐性ペチュニアのリーディングバラエティで
あり、世界で最も認知度の高いペチュニア品種である
「Wave」を作出した方で、初代 AASブリーダーズカ
ップも受賞された偉大なブリーダーです。オリジナルの
「Wave」シリーズから現在は「Easy	Wave」や「Shock	
Wave」など派生したシリーズも多く出ており、また米国
ナンバーワンのブローカーであるBall 社の販売力、マ
ーケティング力も合わさって、まさに強大な難攻不落の

敵です。一度だけ酒席の場でお話させていただく機会が
ありましたが、ユーモアに富んだ話の中にも博学で育種
を愛していることが伝わってきて素敵な方だと感じまし
た。先日出版された「日本の品種はすごい」でも育種
への熱い気持ちが伝わってきます。また一番バーバンク
の名前を広めている日本人の一人だとも思います。また
機会があればお話をうかがってみたいです。

・羽毛田智明氏
自社のブリーダーを入れるのはどうかと思いましたが、
私の育種の師です。切り花用ヒマワリ「サンリッチ」や
種子系カンナ「トロピカル」や「サウスパシフィック」な
ど “ 世界初 ” や “AAS 受賞 ”、“FS（フロロセレクト）受
賞 ” など冠詞を持つ数多くのインパクトのある品種を育
成した方です。「野菜のタキイ」と言われるようにタキイ
は元来野菜の会社で、花の品種開発では後発の会社で
す。羽毛田氏からは「他社と同じようなレベルの品種を
作っていてはタキイでは売れない。生産者やお客さん
がパッと見てわかるような違いのある品種を生み出さな
いと生き残れない」と常にタキイでブリーダーとして仕
事をする心構えを教えていただきました。次長職を退任
された後、長野県にある富士見農場に転勤しましたが、
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生産者での試作ガーデン

大学でのトライアル

　本日郵送された、あるナーサリーのカタログの裏表紙
に、2018 年のチェルシーフラワーショーで最高賞を受
賞したアジサイの北米での販売開始を伝える記事が坂
嵜潮氏の写真と共に紹介されていました。いつか自分も
このような世界に誇れる日の丸ブリーダーの一員になれ
ることを目標にこれからも情熱を持って取り組んでいき
ます。また、花のブリーダーを目指す後輩達が続いてく
れることを期待しています。

育種現場に復帰できることを楽し気に話をされている姿
を見ると、本当に一生涯ブリーダーなんだなぁと実感し
ました。

日の丸ブリーダーを目指して
　入社式の後に開かれた新入社員歓迎会にて、酔った
勢いで「社長、絶対にAAS 取りますからね」と勝手に
ステージに登壇し宣言したことは、企業育種というもの
をほとんど理解していなかった若気の至りから出た発言
だったと思います。本格的に品種開発を始めて10 年程
度経ち、幸いなことに、これまでペチュニア1 点、観賞
用トウガラシ 1 点の AAS 受賞品種に携わることが出来
ました。「商業育種とは駅伝のようなものだ」とある尊
敬するブリーダーの方がおっしゃっていましたが、今で
こそその言葉を理解できるようなりました。先輩社員の
方々が紡いできた素材を元に現在の育成が成り立ってお
り、偶々私のタイミングで品種化することが出来ただけ
で先人の方々の努力があってこその結果だと感じていま
す。現在アメリカに来て7 年、やっと自分が最初から仕
込んだ品種を作出できるタイミングになってきました。
　企業人としては、会社に恩返しが出来るような利益性
の高い品種を作出すると共に企業育種の一端を担った
者として後輩ブリーダーのためにも先を見据えた育成を
行っていきたいと思います。個人としては、AAS にチャ
レンジ出来るような新規性のある新品種を開発する気持
ちは常に持ち続けていきたいですし、世界一のペチュニ
アブリーダーになる夢は諦めずに挑戦し続けます。

－　27　－

ブルームーン＆（仮）ラテリーナレモン オニキスレッド



バイオフィリア室内緑化とLED 照明利用による植物マーケットの拡大

株式会社プラネット
大　林　修　一

バイオフィリックデザインと健康植物
　自然豊かな田舎からコンクリートジャングルの都市に
移り住むと、様々なストレスが引き起こされる。1980
年代、これを研究したアメリカの心理学者により、「バイ
オフィリア（Biophilia）仮説」として提案された。バイ
オフェリアとは、	“Love	of	Nature”、「人間は先天的に自
然を好む性質が備わっている」という概念であるが、今
や広く認知されている。
　世界人口の約半数以上が都市部に居住し、平均的な
アメリカ人は建物の中で1日の 90％近くの時間を過ご
しているといわれているが、日本人も同様であろう。オ
フィスワーカーの間では、シックビル症候群やメンタル
疾患などの健康被害が多くなってきているのが、最近の
傾向である。　　
　「バイオフィリックデザイン」とは、建築物に植物、自
然光、香り、音などの自然環境を取り入れた空間デザイ
ンである。人間中心に考えられる建築物の中に「バイオ
フィリア仮説」を適用し、建築環境における自然とのつ
ながりを向上させるもの。人々の生産性、幸福感、スト
レスの軽減、学習や癒しを含む、身体的、認知的、情
緒的なウェルビーイング（Well-being）の向上にも繋が
る効果があると言われる。
　ストレスと仕事の疲れが日常的になっている職場で
は、バイオフィリックデザインの要素を取り入れることで、
ワーカーのストレスを軽減し、元気を取り戻し、集中力
の向上が期待できると認知されている。さらに、植物を
観て、その生長を感じ、触れ、香りや音、味など、五
感を刺激することで治癒に向かう「園芸セラピー的」な
要素を取り入れたデザインの需要も、今後は増えてくる
だろう。
　ヘルシービルディングという国際学会も注目され、
WELL 認証というアメリカで発表された建築内空間評価
システムも日本でも導入する企業が増えてきている。空
間のデザイン・構築・運用に「健康」という評価軸を加え、
心身ともに快適な空間を創造することを目的としている。
またWELL 認証における評価軸の基準である「ウェル

ビーイング」とは「幸福」「健康」といった意味を表す
言葉である。「健康」とは、病気がないとか弱っていな
いとかいうことではなく、肉体的にも精神的にも、社会
的にも全てが満たされた状態にある事をいう。
　日本では、厚労省のストレスチェックの義務化に始ま
り、経済産業省は健康経営の推進へ、最近では働き方
改革を推し進めている。この背景は社員のメンタルヘル
スケアによるうつ病対策である。園芸療法にあるように、
植物のメンタルへルス効果は研究機関で各種報告され
ている。また今年から始まったWithコロナの暮らしの
中で、室内空気の浄化は大変敏感に感じられるように
なっている。
　植物は二酸化炭素を吸収し、揮発性化学物質の吸収
分解、PM2.5 のような大気汚染物質の吸収、蒸散によ
る加湿効果もある。このような植物の効果や効能的見地
から、今後益々室内の植物の需要が伸びると思われる。

太陽光波長の入った LED 照明の利用と
光補償点、光飽和点の把握
　室内に自然豊かな五感を刺激する植物を導入するに
は、耐陰性の強い観葉植物だけでなく、花が咲く、香り
がある、葉色の変化があるなど、光の強度が必要なさ
まざまな植物を導入できるようにしたい。それには、光
合成に有効な波長を放射するLED 照明の利用によって
可能になる。
　室内で植物が元気で長期間育つためには、元気な根
をどれだけ増やすかが重要なポイントである。それに加
え植物は光合成をして育つための適正な光が必要であ
る。それには光補償点という二酸化炭素の吸収と放出
のつり合う点と、呼吸速度と光合成速度とつり合う点を
知る必要がある。光補償点以下では光合成による栄養
生成が無くなるので植物は生きていけなくなり枯れてし
まう。また光飽和点は、それ以上強い光強度にしても光
合成速度が増えない光強度である。植物によってそれ
ぞれの適正点は違う。このことを把握したきめ細かな照
明計画が必要である。
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光の強さと光合成速度

植物別　光飽和点と光補償点

　

　今まで室内の明るさを示してきたのは照度（lx)である。
これは光束（lm：ルーメン）÷面積（㎡）＝照度（lx）
となるように、1㎡の面積に照射される光束（1 秒間に
放射される光のエネルギー（W：ワット））を視感度で
除した単位。照度を光の単位として使用しても、植物に
対する影響（成長）を判断することは非常に難しい。
　光合成には葉緑素（クロロフィル）という色素が関わっ
ており、下の図のような吸収スペクトルを持っている。
青色（450nm 近辺）と赤色（660nm 近辺）に二つのピー
クがあり、この波長が光合成に有効である。

クロロフィルの吸収スペクトル

　室内植物の光の適正を図るには、光合成有効光量子
密度 (PPFD) 測定器で調べるのが必要である。
　光合成に有効な可視領域 400 ～ 700nmの光量子束
密度のことで、植物の生育に関係する数値、光量子計
で計測する。
　日光の場合：真夏の直射日光が 2000マイクロモル
　　　　　　　曇りのとき50 ～ 200マイクロモル
　室内蛍光灯の下：10マイクロモル程度とされている
　
LED 照明による室内での繁殖から完成品と利用価値
　植物工場では野菜からハーブ、エディブルフラワーま
で栽培されている。同じようにいろいろな植物が室内
でも栽培可能である。その中でもミニバラは挿し芽など
で再生が容易で、四季咲きのものであれば一年中開花
させることが可能で、オフィスワーカーのペットプランツ
としての利用価値がある。光は夜間の一定時間は十分
な照明の下に置き、昼間はデスクの上に置いてオフィス
ワーカーのストレスケアを担う。このような使い方も五
感を刺激し、園芸療法的効果としてメンタルヘルスケア
にもなる。

植物名　 飽和点　lx 補償点　㏓

ドラセナ・ワーネッキー 13000 100 ～ 200

ドラセナ・コンシンネ 18000 200 ～ 300

ヒロハオリヅルラン 5000 100 以下

コルムネア 19000 100 ～ 200

アジアンタム 8000 200 ～ 300

ピレア 4000 200 ～ 300

ヘデラ・ヘリックス 9000 100 ～ 200

アンスリウム 3000 200 ～ 300

ディフェンバキア 13750 500

ポトス 27000 600 ～ 700

テーブルヤシ 12000 100 ～ 200

シェフレラ 11250 625

セントポーリア 5000 ～ 10000 500

プリムラ・オブコニカ 10000 400

アザレア 5000 100

イチジク 40000 1000

ナシ 40000 300

エンドウ 40000 15000 ～ 2000

ナス 40000 2000

イネ 40000 ～ 50000 500 ～ 1000
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リビングルームイメージ

ハイドロカルチャー植物を使った
生長緑化と生産緑化、循環緑化
　バイオフィリアは「バイオ＝生命・自然＋フィリア＝愛、
愛着」と解説されており、室内環境では「植物と人が共
生する」という観点になる。植物が傷んでいる、病害虫
に侵されたという状況は、人の心が痛む。愛着を持って
育てている植物が交換されることは好まれない。植物が
室内で元気に育ち続けることが重要なポイントである。
　植物の空気浄化は、根が汚染物質を吸収分解する能
力である。植物の加湿効果や耐陰性を高めることも、病
害虫が出にくくすることも、すべて元気な根をいかに多
く、長期に渡って育て続けるかが大事である。そのため
には植込培地をどうするか、また灌水方法をどうするか
が、ポイントである。
　これを可能にするのが、経年変化が少なく根詰まりの
ないハイドロカルチャーである。最近の研究では、従来
のレカトン（発泡煉石）だけでなく、パフカルチップと
いうピートモスを固形化した材料を混ぜることによって、
根鉢の上部まで元気な根を張らせることが分かった。こ
の培地なら観葉植物だけでなく、幅広い植物の栽培が
可能になったのである。
生長緑化
　植物と人が共生し、五感の刺激を受けるメンタルヘル
スケアには、植物が室内で生長するのを観察することが
良い結果をもたらすとされている。小さな植物が大きく
育つことは緑視率が上がっていくことにもなる。これが
植物を太く大きくする、蔓植物を伸ばすなどの生長緑化
である。さらに、生長した植物を出荷するなど、新たな
価値を生み出すことが可能なのが生長緑化である。

生長緑化イメージ①

生長緑化イメージ②

生産緑化
　壁面植物工場で光合成波長の LED 照明によって、観
葉植物、バラ、パンジー、ハーブ、葉物野菜など各種
植物が栽培できる。ハイドロカルチャーなので外鉢に
セットして室内各所で利用し、夜は照明に当てるという
ことを行えば長く持つ。また育った植物を出荷すること
など、付加価値がある緑化である。植物が生長すること
は、空気浄化、加湿効果など環境改善にもなり、室内
生産緑化として価値を生み出せる。

生産緑化イメージ①
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　また、屋上を農場として利用して、植物の生長と共
に収穫物を出荷するという価値を生み出す生産緑化は、
結果として安価な緑化にもなる。　

生産緑化イメージ②

循環緑化
　屋上やビル周りにコンポガーデンプランターで鉢物の
植物を育て、花時にはビルの中のコンポガーデンプラン
ターに入れて観賞する、屋内外で植物を循環（交換）
する緑化である。室内のみで植物を交換するには太陽
光の代わりになるLED照明があれば容易に可能になる。
　花や実をつけ、香りがある、紅葉するなど、季節感
のある植物を室内で観賞することは、五感を刺激し、メ
ンタルへスルスケアにも役立つ。

コンポガーデンプランター　　　　　　　　　

循環型生産緑化

LED 照明の利用による室内植物マーケットの拡大
　人は 90％の時間を室内で過ごしていると言われてい
る。ビルの中には耐陰性の高い観葉植物だけでなく、
各種様々な植物を入れて、自然や季節感を得られるよう
にすることがメンタルヘルスになり、空気浄化が植物に
よって環境改善、健康増進が得られるわけである。これ
も太陽光波長の入ったLED 照明を効果的に使えば達成
できる。
　ビルのリノベーションとして植物による効果的な換気
を考えたい。植物が育つ環境を作れば、多くの植物の
需要が生まれる。これを可能にするには、新たなビル内
で元気で長く持たせる設備技術や植物メンテナンス技術
が必要になる。
　植物の新たなマーケット創造の必要な時代が来た。

プラネット東京営業所での各種試験
　　　地下室でも各種植物が開花、生長している
　　　生産緑化、生長緑化、循環緑化のモデル
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私と家業の回顧録
有限会社三浦園芸

三　浦　基　彰

子どもの頃（1970 年代）
　私は、愛知県岡崎市牧平町（旧額田郡額田町）とい
う中山間地域に生まれ育ちました。小学生の頃は、学
校から帰宅するとすぐに野山へ遊びに行く日々を過ご
し、昆虫や動物、植物が好きで、採取や飼育をひっき
りなしにしていました。
　先代（父）は私が生まれてから脱サラをして、シンビ
ジウム農家で2 年半の研修後、三浦園芸として独立し
ました。シンビジウムの生産は1 年半という長期間かか
るものの、限られた時期にしか収益がないということで、
比較的周年出荷できる観葉植物の生産に転向しました。
当時は、国内で流通していない植物を商品化すれば売
れるという、いい時代でした。しかし商品がヒットすると
他所の農家がそれらの導入や生産を後追いすることで
商品過多に陥ります。商品価格の乱高下を幾度も繰り返
しました。
　平野部と比べると中山間地域は冬場の気温が低く、
暖房費の負担が大きくのしかかります。他所の商品との
差別化をするにはどうすればいいのか !?	
　作目で勝負しても真似をされたら価格下落の繰り返し
になると先代は悩んでいました。そして、栽培方式から
根本的に変えることはできないかと模索していた時、運
良く商社から「土を使わない栽培」が海外にあるという
ことを紹介してもらい、ヨーロッパ視察で出会ったのが、
「ハイドロカルチャー」です。これが三浦園芸の転換期
となったのです。	

学生時代（1980 年代後半）
　春から秋にかけて、自宅の庭には温室から出した植
物が並べられていました。それは生育期に直射日光に
当てて、健康にするためや仕立て直しなどが目的でした。
　ある日、自宅のリビングに置いてあった園芸雑誌かイ
ンテリア雑誌を見た時、自宅の庭にあった植物が掲載
されていることに気が付き、親に聞くと、それは家から
出荷された植物に間違いないというのです。自宅の庭に
あった植物が、おしゃれな雑誌に掲載されていた。そ

れがカッコイイと刺激を受け、自分も同じことをしたいと
思ったのが、家業を継ぐきっかけとなりました。
　普通科高校を卒業し、1987 年 4月に入学、園芸別
科の花卉を専攻しました。下宿先はキャンパスからほど
遠い茨城県竜ケ崎市のアパートだったので、竜ケ崎駅か
ら松戸駅まで30 分かけて電車通学をしていました。国
鉄が JRに変わったのもこの年です。
　いざ学生生活が始まると、農業高校を卒業した同級
生は農業の基本を学んでいるため、技術を持たない素
人の自分には不安でしたが、それもすぐに慣れました。
専攻の花卉では、そこは「花組」と呼ばれていて、まる
で宝塚や保育園のクラス名 !?と思いつつも、そのネー
ミングは私のお気に入りとなりました。

戸定祭の準備中をする花組のメンバー
（1987 年 11 月 1 日）

　当時の学生時代はバブル絶頂期であったためか、と
にかく飲み会が頻繁にありました。学生なので限られた
仕送りの中で飲み代を捻出するため、講義が終わるとア
ルバイトへ行っては小遣い稼ぎしていたことを思い出し
ます。花部屋（花組が使用していた部屋）や松戸駅周
辺で打ち上げなどの飲み会をよくやったことはよい思い
出として、今でも記憶に残っています。最近の学生たち
では考えられないほど、飲み会やコンパをしていたもの
です。
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　そんな学生に早朝当番の重要性を教えてくれたのが、
花卉の	I 技官でした。沖縄出身の酒豪の方で「どれだ
け遅くまで、どれだけ量を飲んでも翌日の早朝当番に絶
対に遅刻はするな！」と叩き込まれたことで、在学中の
飲み会の翌日は無遅刻、無欠席を守れたのです。そん
な当り前のことを技官がきちんと実践して教示してもらえ
たことにとても感謝しています。

温室内での作業風景

　実習の時には、必ず農場内の除草をしてから本実習
が始まる流れとなっていました。当初は除草ばかりさせ
られるという面倒な気持ちもありましたが、病害虫防除
や栽培管理の観点からすれば重要な作業であることは言
うまでもありません。助手のＷ先生からは「水やり」と「水
かけ」の違いを教えてもらいました。実際に営利で栽培
をしてみないとなかなか分からないことですが、今では
社員に同じことを教えています。どちらも植物を栽培す
る上では基本中の基本なのですが、栽培いろはも知ら
なかった私は多くことを別科の実習や当番などを経験し
ながら、基本を習得していきました。
　キャンパス生活では敷地内に「浩気寮」があり、下
宿通学生であった私は、そこに入寮していた同級生のＧ
君の部屋に入り浸りでした。そのため私は「半寮生」と
も呼ばれていました。講義のない空き時間は寮で、将
来のことや植物について、同級生だけに限らず本科生と
会話ができ、有意義なひとときを過ごしました。
　現在のように携帯やスマートフォンが無かった当時、
寮に電話があると館内アナウンスで「〇〇君、電話です！
至急、来てください !!」と「〇〇君、お電話です！	至急
来てください !!」の２パターンのアナウンスがありました。
電話当番の学生のいうことには、「電話」に「お」を付
けるか付けないかで、男性か女性なのかが分かるとか。
このような寮生活のおもしろい一面に触れたことを覚え

ています。	

就農後（1990 年代～）
　シンガポールでの 1 年弱の研修を終えた私は、ヨー
ロッパや中南米を視察した後、就農してすぐは 700 坪
ほどだった農場に1,200 坪を新増設しました。現在で
は自社農場５カ所、水耕栽培温室と土耕栽培ハウス、
親木室など総面積で6,500 坪までになりました。また、
国内外に３軒の協力農場があり、栽培品目は130 種類
以上、鉢のサイズも10サイズ以上取り扱うようになりま
した。
　市場外流通で観葉植物を北海道から沖縄まで、各ホー
ムセンターへの宅配は運送業者に依頼し直送していま
す。ハイドロカルチャー導入時に市場が取り扱ってくれ
なったことや近くに集荷場がなかったことで、宅配業者
に委託して直送せざるを得なかったことが逆に各店同時
配送を可能にし、多店舗展開する量販店との取引がで
きるようなりました。量販店と取引する上での絶対条件
が、JANコードの登録やチェーンストア伝票の貼付、品
種指定、各店直送などであり、ひとつずつクリアーして
いきました。

転換事例
　ここで、当社にとって大きく転換となった事例をいくつ
かご紹介します。
①土耕栽培からハイドロカルチャーへの転換により、国
内にはない栽培方式を導入したことは大きな反響があり
ました。

②それまで陶器製の化粧鉢を使用していたものを、上
部はカラフルな色付きで下半分を透明な樹脂で二重構
造にした底面給水の鉢を開発したことにより、見栄えが
良くなった上に管理も楽になり、商品単価も落とせたの
です。水の量が見える安心感と色合い、形が丸みを帯
びていて親しみやすく当社の大ヒット商品となりました。
発売開始後、300 万鉢以上を販売してきました。

③販売方法を単一の商品ごとの提案から、ハイドロカル
チャーの売り場全体の提案へと変えたことです。「プー
ルベンチ」と呼ばれる水が循環する什器を開発し、水
耕栽培の苗と化粧鉢を分離して販売することができたこ
とで、お店には水やりの手間が省け、お客さまにとって
は好きな植物と好みの器を組み合わせることによりオン
リーワンの商品を入手できるようになったことです。

－　33　－



水が循環する什器「プールベンチ」が設置された店舗

その他取り組みなど
　10 年ほど前になりますが、原油の高騰により、
地元の間伐材を用いた薪暖房を導入しました。
それにより3 割ほどのコスト削減ができました。
二酸化炭素の削減にも貢献でき、林業の困りご
とであった間伐材の有効利用にも繋がりました。
　新設の農場を建てた際には、就農前にヨーロッ
パへ視察に行った時のことを思い出し、水道水
の使用量を考慮して雨水の利用を進めようと、施
設に降った雨をすべて回収するための400t の地
下タンクを設置しました。たまった雨水をろ過し
て農場内の灌水に使用することで、設置費用を
年間の水使用量から計算すると10 年ほどで償却
できました。
　地元の信用金庫の勉強会で瓦メーカーと知り
合い、国産の色付き園芸用土の共同開発をして、
海外のリサイクルされたガラス製の食器と組み合
わせた商品を雑貨店で扱っていただけるようにも
なりました。地元の異業種産業と結びつき新た
な販路の開拓につながりました。

SNS から感じること
　海外出張先として東南アジアへ行くことが多い
中、訪問先で興味のある植物や欲しい植物につ
いて尋ねると、そのほとんどが日本から導入した
ものという返答なのです。しかし、私が海外から
買い付けた植物は展示会や販売会などでは反応
が薄くて売れず、それらの植物を虚しく持ち帰る
ことを繰り返すことが幾度もありました。

ハイドロカルチャーによる観葉植物栽培の様子

水量のみえる鉢「ビビ」
　　　　　　　　左：モンステラ・デリシオサ
　　　　　　　　中央：アグラオネマ ’ マリア ’
　　　　　　　　右：ドラセナ・サンデリアーナ白
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　ある晩、テレビ番組で SNSを活用して売り上げを伸ば
したという事例が取り上げられていました。そこで、今
までお客さんに反応が薄かった植物を SNSで紹介して
みたいと考え、番組で取り上げられていたFacebookと
Instagramをその場にいた息子に頼み、登録してもらい
ました。
　いざ始めると、巷でささやかれる情報発信力や、海
外、業界の情報が瞬時に見て取れるなどの実感が得ら
れ、それと同時に友達申請や問い合わせが増えました。
初心者の私に周囲の人からは写真の撮り方が下手！や、
フレームアウトしているなど。いろいろ指摘を受けまし
たが、私の目的はあくまで野生種や品種の判断がしや
すく、特徴のある部分を拡大撮影して紹介することでし
たので、あまり気に留めませんでした。あるところでは、
販売アピールなのか写真の転用防ぐためか、植物写真
に価格を表記していることもありますが、私は植物の美
観を損ねることをしたくありませんでした。事実、植物名

（＃学名）と写真を紹介するだけでも問い合わせが入っ
てきます。

※ご興味のある方は Instagramアカウント名「motoaki_
miura」からご覧ください。

　様々な人がいつ、どこからでも検索して、商品の問い
合わせや注文、支払いを手軽にできることは説明するま
でもありません。従来の商流である海外から輸入し、栽
培して国内に販売するだけでなく、SNSでの情報発信に
よって収集植物の価値を理解してくれる人、あるいは欲
している人たちに提供ができればいいですし、便利な
ツールは有効に活用すべきだと思います。
　実際、Instagram への問い合わせを見ると、植物好
きに国境はなく、時には日本人よりも海外の方のほうが
植物の価値を分かってくださると実感させられたこともあ
ります。そして、外出自粛に伴うネット利用者が増加し
ていることも踏まえ、積極的にSNSを活用した情報発信
をして、早々に海外の協力農場から依頼者のもとへ直送
できるようにしていきたいと考えております。

コロナウイルスの発生、そして ･･･
　2020 年 1月頃から中国より発生したとされる新型コ
ロナウイルス（COVID19）が徐々に世界中に広まり、
日本でも感染拡大をみせるようになりました。
　今年３月には緊急事態宣言が発令され、不要不急の
外出自粛、飲食店などの営業自粛、イベント会場の入

場制限など、社会に大きな影響を及ぼしました。海外
では「ロックダウン」も起きるほどでリーマンショックの
時にはロックダウンの事態は起こらなかったことからする
と新型コロナウイルスの方が甚大な被害をもたらしてい
ると痛感します。
　海外から完成品３割、苗を含めたら８割ほど輸入し
ている当社としては、航空便が 1/3 ～ 1/4 の減便になっ
たほか、国内への航空窓口が東京都と大阪府のみとな
り、輸入が不便になった挙句、航空運賃が３～４倍に
高騰するなどの影響を受けました。
　一方、おもな販売先であるホームセンターは営業自
粛対象から外れました。外出自粛により自宅で生活する
時間が増え、掃除用品、電動工具、野菜・花苗の需要
が伸び、昨年対比が 150％～ 200%の伸長率を出して
いる店舗が数多くあると聞いております。その影響で園
芸もけん引され、需要が伸びています。これはアメリカ
やヨーロッパの知り合いに聞いても、野菜苗、花苗につ
いては同様の現象が起きているそうです。そして、切り
花か鉢花かによって命運が分かれているのも、事実のよ
うです。
　現状、ワクチンや特効薬が出ていない中では、不謹
慎といわれるかもしれませんが、不要不急の外出を控
えざるを得ない中で、自宅での生活時間が長くなり、植
物へ少しでも目を向けてもらうきっかけになったのでは
ないかと感じています。
　さまざまな業種の展示会が感染予防のため中止とな
り、代わりにネットでの販売に変えてみたところ実展示
会よりも売り上げが伸びたとの話も聞かれます。
　コロナウイルスの早期終息を願うとともに、今後園芸
業界で名声を得ている園芸学部を卒業された皆さんの
お知恵を集結。園芸に目を向けてくださったお客様を繋
ぎとめられるよう、今日の便利なツールを生かしつつ、
飾り方や育てる楽しみやアフターケアを提供し、生産側
や店舗とお客さまの結びつきを深くしていければと思い
ます。
　そして近年、地球温暖化によるものなのか分かりませ
んが、自然災害（台風、地震、大雨など）が猛威を振るい、
施設園芸にも大きな被害をもたらすようになっています。
　自然の猛威に私たちは無力だと思うこともありますが、
今後は自然災害対策も頭に入れながら微力でも知恵を
絞り、お客様が喜んでくださる植物や商品を提供してい
きたいと考えております。
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庭づくりを通して花のある豊かな暮らしを提案したい！
株式会社プランタス

月　江　成　人

庭づくりへのきっかけ
　花卉研に所属した後も、今から思えば確固たる将来
への展望もなく“ボーっと生きていた学生 ” 時代でした
が、やはり転機は卒業後に海外に出て研修する機会を
得られた時に訪れました。研究室在籍時には、故横井
先生、安藤先生、上田先生にお世話になりました。横
井先生からはしばしば英国の充実した園芸事情をお伺
いし、また、「これからの時代は、パソコンができて、
英語が喋れて、植物を知っていることが重要だね」と、
よくおっしゃられていました。また、週に一度まるで高
校時代の英単語の小テストのように学名のテストがあっ
て、せっせとまだ見ぬ植物（当時は当然まだインターネッ
トもなく、画像検索などもない時代）の学名を体で覚え
ていたりしていました。安藤先生がかつておっしゃられ
ていた通り、“まだ頭の中が空っぽ状態の学生 ” 時代に
詰め込んだ学名は今でも頭の片隅に残り、すぐに口に
出せる状態です。一つ想定外だったのは、植物分類が
AGP に代わって科が目まぐるしく変更されてしまったこ
と。年を取ってしまった今となってはなかなか新たに覚
え直そうという気力が湧いてこないというのが実情でしょ
うか！？
　そんな諸先生方の後押しによって、卒業後英国のウイ
ズリーガーデンで研修する機会を得ることができました。
初めての渡航。生活／文化が違うのは当たり前と思って
いたので、実際の生活に関してはそんなに驚きはありま
せんでしたが、初めて庭園を見たときの鮮烈な印象は
今でもよく覚えています。まるでカーペットのように美し
く整備されているふわふわの芝生。世界中から集められ
た見たこともない珍しい植物たち。1000 属検定で覚え
たのがこの植物かと、覚える順序が違うこともそっちの
けで、写真を撮りまくりました。そしてそれらの植物をう
まく組み合わせて見事にデザインされた庭園の数々。そ
れは、本当にカルチャー・ショックならず大きな “ホルティ
カルチャー・ショック”でした。こんな場所なら、それ
ほど植物に興味がない人でも楽しめ、季節を変えてまた
来たくなるところだと思ったものです。その後米国のロン

グウッドガーデンでも研修する機会があり、英国とは違っ
たアメリカならではの植物を使ったエンターテイメント的
なディスプレイ手法について学ぶことができたのも幸運
だったと思います。
　帰国後はしばらく国内の植物公園の企画運営管理に
携わり、来園者に「きれいですね」と喜んでもらえるこ
とを励みにしていましたが、もっと個人レベルでの庭園
づくりにも携わりたいという思いが募り、2007 年に、か
ねてから温めていた古民家での田舎暮らしをスタートさ
せると同時に業務形態を大きく変え、個人庭園のデザイ
ン・施工のビジネスを始めることにしました。

庭づくりの現状
　最近の庭づくりというと、家のデザイン自体が “ 洋風 ”
のものが増え、門構えも外構工事によるものをよく目に
するようになってきました。10 年後には陳腐化して格
好悪くなっているのではないかと余計な心配をさせられ
るような奇抜なデザインのものがあったり、植物などは、
これからどう育っていくかなどは全く無視したような植栽
が行われているのを目にすることもあります（これを庭
と呼んでいいのかどうか疑問なところもありますが）。ま
た、植物が１つでも植えられているのはまだましで、中
には雑草管理を少しでも減らしたいと、防草シートを敷
いて砂利を乗せるだけの庭もあったりします。私には、
生き物の気配が無い、なんとも不気味な場所のように映
るのですが…。共働き世代が増えて緑を管理する時間
が減ってしまったのと共に、若い世代を中心に緑への興
味が薄らいできていることが大きな原因なのかもしれま
せん。
　そんな世の流れに逆らうかのように、これでも花卉研
の卒業生の一人とプライドをもって、あえて “ 地域の景
観と調和した植物が主役の庭づくり”をコンセプトに立
てて庭づくり仕事を始めました。“ 洋風 ” の庭ですが、
実際に欧米の個人邸を見ますと、ハードな部分はできる
だけ緑で覆い隠すようにしていて、生垣やつる植物をう
まく使って緑が映える庭づくりが行われています。どこで
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どう解釈されてこのような庭づくりが主流になってしまっ
たのかわかりませんが、可能な限りせっかく咲いた花が
美しく見えるように、生け垣などで背景に緑を整備して
季節ごとに楽しめる庭づくりを目指しています。かつて
は、日本も生垣を備えた庭は普通にあり、町の景観に
潤いがもたらされていましたが、時代の移り変わり、都
市化と共に徐々にそのような庭が減ってきてしまいまし
た。また、古くより閑静な住宅街と知られ、広い敷地に
緑豊かな植物が管理され地域の景観づくりに大きく寄
与していた家々が、近年相続の事情などにより売りに出
され、その結果、小さな区画になって分譲され、わず
かな植栽スペースに車一台の駐車場を確保するのが精
いっぱいの家が増えたことから、どこにでも見られるよう
な普通の住宅地の景観に一変してしまったという例もあ
ります。欧米に旅行すると美しい街並みに感動すること
がありますが、それは統一感のある建造物、豊富な緑
がつくりだしている景観でもあります。残念ながら日本
家屋が廃れ、小さな区画にさまざまな色、形の家が立
ち並ぶようになってしまった日本の都市部で、景観を整
える最後の手段は、生垣などで作り出す緑しかないと、
無謀と思われる野望に燃えています。

緑の生垣はどんな建築物にも合い、景観に潤いをもたら
し、そしてその前に咲く花々を引き立ててくれる

　もちろん、植物を植えるからには管理の手間が発生し
ます。温暖化で夏の暑さもより厳しくなって、管理作業
も徐々にたいへんになってきています。耐暑性があり、
気候にあった植物を組み合わせ、植物の生育特性を知
り、土壌改良、マルチング、効率的な潅水方法などを
施すことで、植物は放っておいてもよく育つようになりま
す。植物がよく育ち大きく地面を覆ってくれれば雑草の
発生する割合も少なくなります。傍目にはたいへんと思

われる管理も実はそれほどたいへんではなかったりしま
す。近年、オープンガーデンが各地で開催されて賑わ
いを見せていますが、そのほとんどは春に行われていま
す。夏は植物が傷んでオープンガーデンなんて無理とい
うのが理由の一つとして聞くのですが、ご存知の通り日
本は世界に名だたる園芸植物の宝庫であり、温帯の中
の温暖湿潤気候に属し初夏から夏にかけて元気よく育ち
花を咲かせてくれる植物が数多く自生しており、そんな
植物を使えば欧米に負けない美しい庭づくりも不可能で
はないと思っています。

日陰を生かした庭　ギボウシ、ウラハグサは、日陰の庭
には欠かせない重要な日本原産の植物

蒸し暑い関西でも、気候に合った丈夫な植物を組み合わ
せれば、欧米にも負けない花壇をつくることは可能

白花のヘメロカリスが無い
　最近は庭づくりに関しての講義も頼まれることが多くな
り、そこで庭づくりに興味を持っておられる方々と話を
する機会がよくあるのですが、庭づくりの際にいざどの
ような植物を植えてどのようにデザインしていったらよい
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のかわからず、手探りで試行錯誤を繰り返されている方
が多いように思います。もちろん、さまざまな園芸書も
書店で入手はできますが、ある一辺だけの写真をみた
だけでは馴染みの少ない植物を使いこなすのは一般の
方には難しいと思います。園芸店やホームセンターで聞
いても、いかんせん苗の状態なので、実際に地に下し
たら、どれくらいの時間で、どのような大きさ、形にな
るかなどの情報は、よほどの知識をもつスタッフでない
と得づらいというのが実情でしょう。
　欧米の植物公園には、しばしばアイデアガーデンと称
するセクションがあって、一般家庭での庭づくりに役立
つテーマで植栽展示を行っているところがあります。例
えば、生垣やつる植物の見本園、観賞を兼ねたキッチ
ンガーデン、コンテナガーデン、暑さや乾燥に強い植物
を組み合わせた庭など、テーマごとに見本園が整備さ
れおり、実際に大きく育った姿を見ながら、個々の植物
の性質を学ぶことができます。これから庭をつくろうとす
る人はわざわざそこへ出かけ、熱心にメモを取ってさま
ざまな情報を得ようとしています。
　しばしば、きれいに整備された庭園がある地域は、
個人庭もレベルが高かったりしますが、やはりそれはよ
い見本が近くにあることが大きく寄与しているからと思い
ます。
　ある植栽工事で白花のヘメロカリスをデザインに入れ

たので、苗が入手できるかあちらこちらに聞いて回りま
したが、なかなか見つからないことがありました。問い
合わせをする中で聞こえてきたのが、昔はいろいろな色
を作っていたけど売れないから作るのを止めたという話
です。アメリカなどではとても人気が高いですし、東ア
ジア原産の植物ですから気候にもあってよく育つはずな
のに、なぜ日本では人気がないのか。日本国内には白
花のヘメロカリスが存在しないのかと、情けなく感じた
ことがありました。最終的にはようやく苗を確保すること
ができましたが、当たり前と思われる植物でさえ、一般
には知名度が上がらず、結果、流通がなくなり、庭づく
りにおいても植物のバリエーションが広がらずに面白み
のない庭ができあがってしまうという悪循環に陥ります。
このままでは園芸業界は衰退してしまうのではないかと
庭づくりの観点から思ったりしました。庭植えで立派な
株になっていくつもの花を咲かせているヘメロカリスは、
すぐに人の目を引き、どこで入手できるのかよく聞かれ
るということからも、園芸植物の普及にまだまだ努力と
改善の余地があるような気がします。
　日本国内に実際の庭づくりに役立つ情報が得られる
施設がないかというと、実は都市緑化植物園という施設
が各地に整備されていて、海外同様に見本園があった
り、緑の相談所も併設されていたりして、園芸に関する
疑問が解決できるようになっています。ところが、何か

花壇で存在感たっぷりのヘメロカリス　庭であまり利用されないのは本当にもったいない
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敷居が高く感じられるのか、花のシーズンになっても意
外と静かな雰囲気です。また中にはなかなか管理費も
つかなくて維持管理に苦労しているなあという印象の施
設があったり、間に合わせの植栽で済ましてしまい、レ
ベルがお世辞にも高いといえないところも散見したりし
ます。これでは、なかなかリピーターを呼ぶことは無理
だし、ましてや園芸人口の底上げにもつながらないよう
な気がします。最近は、一般の方々もさまざまなところ
から情報を得たりしていてかなりレベルが高くなってお
り、そのような関係機関に所属されるスタッフのレベル
アップ、そして運営予算の確保も重要なことと考えます。

実際の庭づくりを通して
　ある少し高級な佇まいの家が立ち
並ぶ一軒のお庭を整備したときに、
道を歩いている方々にも花を楽しん
でもらいたいという施主さんのご意向
で、個人の敷地ながら通りからも楽し
めるオープンになった花壇をつくりま
した。そうすると、散歩で前を通る人
が徐々に増え、また、今まで花を植
えていなかったご近所さんも少しずつ
見様見真似で花を植えたりするところ
が出てきました。おかげで、この町
内会全体の景観並びに雰囲気がさら
によくなってきたように思います。誰
もがきれいなところに住みたいと思っ
ているはずです。どこかきっかけとな
るような良い見本ができれば、そこ
から派生して点が線となり、最終的
にはその地域全体が園芸、庭づくり
を通して美しい景観形成につながっ
ていくのではないかと思います。
　コロナ禍ではありますが、ありがた
いことにまだ私の住む地域ではそれ
ほど庭づくりの仕事に関しては影響を
受けているような印象はありません。
逆に外出を制限されたことで自宅で
過ごす時間が増え、庭があったお陰
でこの暗いニュースの中でも気を紛
らわせることができたとおっしゃる方
も何人かおられました。とはいえ庭
を整備するというのは、家を建てた
後、経済的、精神的余裕があってこ

そできると考えられる方が主流です。今回のパンデミッ
クで、日本のみならず世界全体がかなりの経済的な損
失を出しているはずで、今後様々な形でその影響が出
てくることも考えられます。なんとかこのコロナ騒動が一
日も早く収まり、平穏な世に戻ることを願うばかりです。
　庭づくりを通じて知り合った方で、家庭内で相次いで
不幸を経験された女性の一言がとても心に残っています。
「ほんとうにつらいことが続いたけれども、庭づくり、花
づくりに巡り合えたからこそ、乗り越えて今まで生きてこ
られた」と、オープンガーデンの際に伺いました。園芸
は、人を癒すという効用を持っています。こんな災難の
時だからこそ、園芸の重要さが再認識されること思いま
す。これからも心の庭を耕すような園芸文化の普及に寄
与できればと願っています。

通りに面した一年草花壇　散歩している人々の目を和ませる

　つい先日竣工した県立農業大学校創立 100 周年を記念した校舎前広場の庭
　自然石で作ったサークル型のベンチが学生たちの語らいの場所を提供する

－　39　－



自叙伝抜粋

園芸研究サラリーマン
株式会社ミヨシ

小　黒　　晃

　古希が近づき、先人を想うことが多くなってきました。
常に師を意識していきたいものです。自分の歳というの
は、なかなか実感できないもので、意識は相変わらず、
ほとんど進歩していないのではと思われます。今は豊か
な時代になったもので、昔は物が無いのが普通。その
時々を思い起こすと、時代の背景が分かるようです。
　幼少の頃から植物と関わってきました。一生懸命に
やっているつもりが、後で思えば、大したことはないも
のです。園芸人生というと聞こえは良いのですが、単に
植物にあやつられてきたというだけのようです。なさけ
ないことです。
　自叙伝の依頼を受け、良い機会なので、ふり返って
みました。なんの参考にもならない他愛のないことばか
り、こんなことがあったという事実だけです。

㈲三好商会に入社して
　現在は㈱ミヨシです。当時の社長は、三好靭男さん（昭
和 4 年卒）。大学に求人があり、小渕沢で山が近いとい
う理由だけで就職しました。昭和 49 年 4月からの八ヶ
岳農場勤務で、3月には新宿百人町の本社でアルバイト。
魚躬さん（昭和 23 年卒）にはたいへんお世話になりま
した。種子の袋づめや球根の選別など、初めてのこと
で面白く、自分で手がけると、その種子や球根がほしく
なってくるものです。小渕沢は、まだ中央道も通ってい
ない頃で、閑散とした田舎暮らし。農場住み込みでほと
んど休みもなく夢中でした。施設は粗末なもの、場内の
舗装もなく、開拓者のようです。停電や断水が多く、蒸
気ボイラーは旧式で扱うのに苦労し、各温室まで鉄パイ
プをつないでいかなくてはなりません。暖房用の温湯ボ
イラーは失火が多く、夜中に警報が鳴ると、ボイラー室
まですっ飛んで行きました。冷蔵庫はクーリングタワー
で水を使って冷やすというもの。こんなことでよくやって
これたものです。今思えば、ラッキーだったのかもしれ
ません。小さな会社なのでなんでもやらなくてはならな
いもので、危険物取扱い、ボイラー取扱いの資格を取り、
安全運転管理者にもなりました。

　カーネーションの苗生産から始まり、カスミソウ、ス
ターチス、アスター、ガーベラ、畑ワサビなどを手がけ、
ほとんどが宿根草です。カスミソウは、現在 1 年中当た
り前のようにあります。当時は、挿し芽の発根率を上げ
ることがまず第一でした。販売苗の規格は、砂上げ苗、
ポット苗、素掘りの大株と使い分け。今は、プラグ苗で、
便利になったものです。そして、春にしか咲かなかった
ものが、秋にも咲かせられるということが分かり、1 つ
1つ積み上げていったものです。

小渕沢　八ヶ岳農場

ホワイトレースフラワーの商品化
　1 年草では、ホワイトレースフラワーがあります。南
アフリカのカタログで種子を取り寄せ、素性もわからな
いまま、とにかく試作。最初は、なんだこの草は？とい
うようなもので、誰も見向きもしなかったものが、そのう
ち少しずつ評価され、京都の生け花の先生が、「これえ
えわ」と言ってくださった頃から注目されるようになりま
した。似たような花ノラニンジンなども試作して、ようや
く学名がAmmi	majus ということがわかり、そして、苗
の生産、作型試験、系統選抜と、色々なことが同時進
行し、また、おおくの人の力が合わさってようやく1 つ
の商品として確立されたものです。長日では、10cm 単
位で短小開花、短日ではセロリのおばけのような大きな
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ロゼットで、抽苔するとウドの大木です。その後、ピン
ピネラ（ピンクレースフラワー）など、セリ科の植物を
いくつも扱いました。現在、ガーデニングでは、大輪の
レースフラワー、オルラヤが多く利用されています。

ホワイトレースフラワー

　八ヶ岳農場では、苗の生産と並行して、さまざまな植
物の導入試作を行いましたが、商品化できたのは、ほ
んのわずかです。南米チリでは、現地のプラントハンター
と共に山を歩きました。乾燥地なので、日本の気候に
合わないものがほとんどです。英国で園芸化され、栽培
しているもののほうが利用しやすいものです。
　RHS のプラントファインダーを頼りに、何度か英国の
ナーセリーを回りました。高度成長時代、新しいものを
どんどん取り入れ、会社も変わり、大きくなっていきます。
北海道の新得町にサホロ農場を開設し、何度も足を運
び、露地圃場での試作や生産に関わってきました。6月
に雪が降るような所で、だいぶ気候が違います。露地
物の宿根草が多くなってきたころで、アストランチア、ア
ルケミラ、トリカブトのビカラーなどが人気でした。2 年
草では、ヒメヒゴタイがあり、北海道では、特に生産が
良く、採種と共に、切り花を市場出荷しました。

平成 2 年プラントハンティング　チリ原野にて
右側が著者

プロジェクト
　大小さまざまですが、武田薬品との共同開発では、
薬用植物の中から、切り花に利用できる品目を模索しま
した。ナガホワレモコウ、オオバナオケラ、ミシマサイ
コなどです。先方の担当者、高村さんは高村正彦氏の
お兄さんです。

品種登録
　農水省の種苗登録の審査基準作りとしての、特性調
査をいくつも行いました。メンバーはその都度さまざま
ですが、試験場の方が多かったように思います。現物
をいろいろ調べるので勉強になります。キンセンカの場
合、ミヨシで “ 冬知らず ”を登録申請をしたところ、審
査基準がないということがわかり、急いで作ることになり
ました。いろいろすったもんだがあり、結局、“ 冬知らず ”
の申請は取り下げることになりました。

第二農場
　鶴島久男さん（昭和 23 年卒）の尽力で、第二農場、
カーネーションファクトリーが作られます。その隣にあっ
た洋ラン農場を買い取り、宿根草事業部として、宿根草
の生産・販売が始まり、これを足がかりに、次は花環
境事業部ができます。第一園芸の小山農場長だった和
田大さん（昭和 26 年卒）を中心に、造園関係の仕事
に関わるようになりました。花葉会でも、フラワーランド
スケーピング、そしてその後はアーバンガーデニングの
本が出版されます。昭和記念公園をはじめ、各地で植
栽や展示会を行い、最初は勢いに乗って行け行けムー
ド。しかし赤字続きで、ついに閉鎖。社員が退職する
中で、私はガーデンショップ ABABA に配属、現在に至
ります。ここから本格的にガーデニングが始まります。
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園芸研究家として
　園芸研究家というのは、NHK 趣味の園芸の肩書で、
花葉会の方や、他にも大勢おられます。私は一介のサ
ラリーマンで、いったい何を研究しているのか、これ
から目指すということで納得してもらうしかありませ
ん。中学校では理科部、高校で生物部、そして千葉大
では植物同好会、なにか自然のものに引かれてこの世
界に入ったという流れでしょうか。
　高校 3 年の時、千葉大園芸学部を受験したいと言
ったとき、担任の先生はほとんど絶句、あきれていま
した。浦和高校から千葉大園芸学部へというのは確か
に少なく、大先輩に清水基夫さん（昭和 6 年卒）が
おられます。ユリの大家として有名ですが、私にとっ
ては、キタダケソウの発見者ということのほうが大き
いです。キタダケソウは、南アルプス北岳の特産。6
月のまだ雪が多く天候も安定しない時なので、花を見
るのはなかなか大変です。山登りが趣味で、八ヶ岳や
奥秩父など、近いので日帰りでよく登ります。一度、
NHK 出版の方々を案内して、コマクサを見に行った
ことがあります。その地に長年生育して花を咲かせる
自然の姿というのは、やはり感動します。花卉園芸
は、なにか感動に欠ける所があるように感じてしまう
のですが、多様化する中で、もう少し育てて感動する
という面もあって良いと思います。時間をかけること
とか、植物の生命力を感じることとか、いろいろあり
そうです。一例として、トロパエオルム・アズレウム

（青いキンレンカ）。気難しく、草姿も頼りないもので
す。やきもきと気をもみながらも、やっと花が咲いた
時の喜びは大きいものです。

　最近は多肉植物がブームで、これも年数をかければ
かけるほど味わいが出てきます。コーデックス類やア
ガベなど、独特の重みがあります。アガベに似たサン
セベリアも、今気になっているものの 1 つです。多
肉植物の本などにはほとんどでていませんが、興味を
そそられる不思議な植物です。

トロパエオルム　アズレウム　青いキンレンカ

執筆活動
　原稿依頼が多く、雑誌、新聞、書籍と、随分書いた
もので、チリも積もれば山となるです。誠文堂新光社
の農耕と園芸から始まり、ガーデンライフや園芸ガイ
ド。タキイ種苗の園芸知識、新花卉、はなとやさい。
サカタのタネの園芸通信や NHK 学園などです。学研
や世界文化社のハーブや草花の本の監修も手がけ、共
同執筆では、農文協の農業技術体系、誠文堂新光社の
切り花栽培の新技術、開花調節マニュアル委員会（昭

ミヨシのロゴマークを花で象る　この後ペレニアルガーデンができる

－　42　－



和 32 年卒の村井千里さん）の本、同じく村井さん監
修の草土出版花図鑑シリーズ、近藤三雄先生監修の「香
り植物の緑化デザイン」など。多くて思い出せないく
らいあります。NHK 出版が一番多く、趣味の園芸テ
キストを始め、「洋種の野草・山草」などで、平城好
明さん監修の「宿根草花」の頃からだいぶ宿根草に関
することが多くなり、「ナチュラルガーデンをつくる
宿根草」では監修も努め、その次に出版された「日照
条件でわかる宿根草ガイドブック」で著者になりまし
た。主な著書には、他に NHK 出版の「ガーデン草花」
と「ギボウシ」、小学館の「ペレニアルガーデン」が
あります。NHK みんなの趣味の園芸の植物図鑑では、
多くの種類を紹介しています。

テレビ出演
　趣味の園芸テキストにちょくちょく原稿を書いてい
たら、ある日突然、テレビに出て下さいと言われ、も
うびっくりです。品目はヘメロカリス、須磨佳津江さ
んが、ミヨシのガーデンに来られて収録。須磨さんは
慣れたもので、いろいろとアドバイスを受けました。
その後は柳生真吾さん、山田香織さん、三上真史さん
と続き、みなさんさんそれぞれに持ち味があり、細や
かな心づかいが身にしみて感じられました。渋谷のス
タジオ内での収録は、空気が張りつめたよう、通しで
1 本のビデオを作るので生放送と変わりません。モニ
ターを見る余裕もなく、あっという間に終わってしま
います。野外の収録は 1 コマずつで、やはりこのほ
うが楽です。
　しゅみえんダイアリーの場合は、カメラの前で 1
人で話すので少し勝手が違い、簡単そうに見えても意
外に難しく、なかなか思うようにはいかないものです。
収録当日も大変ですが、準備はもっと大変。テキスト
連動で、原稿が仕上がるとひと息つきますが、ここか
らがもうひと仕事。開花調節が必要な時もありました。
その日に咲いていなくてはならないわけで、これは、
展示会も同様です。園芸文化展が、三越や新宿御苑で
開催され、なんとかこの日に咲くよういろいろ工夫を
しました。ただ加温や電照をすれば良いというわけで
もなく、植物の性質はわからないことが多いです。

講演会
　話をするのが苦手な私ですが、よくこれだけ講演を
したもので、自分でも感心してしまいます。生産者向
けの切り花講習会から、一般向けのガーデニング関係

まで、各地へ出かけました。規模や形式、条件はさま
ざま。悪天候で数名というときもあり、一番多かった
のは、大田区の花とみどりのまちづくりで 200 名く
らい。みなさんの熱気に圧倒されそうです。30 名前
後がちょうど良いようで、NHK 学園や RHSJ などが
このくらいでした。
　その他にも、咲くやこの花館、武蔵丘陵森林公園、
農大の花卉懇談会、クリスマスローズ協会などで、サ
ンシャインシティのセミナーも何度かあります。宿根
草やハーブの話、小売りの現場の話が主です。
　一度、やまぐちフラワーランドからエディブルフラ
ワーの依頼があり、なんで私がエディブルフラワー？
と思いましたが、とにかくいろいろな花を味わってみ
ることにしました。蜜の味で同じようなものも多く、
ヘメロカリスやユッカの花は、なかなか食べ応えがあ
り、バラの花は意外にまずいことがわかり、トリカブ
トの花弁は味も素気もなく拍子抜けです。
　講演で一番緊張したのは、塚本洋太郎先生の植物分
類研究会です。横井先生がメンバーの 1 人というこ
ともあり、何か話をしてほしいと頼まれました。大学
教授や植物園園長さんなどを前に、なんとか、ティコ
フィレアやコナンテラなどの話をしましたが、もう冷
や汗ものです。
　話をしたり、原稿を書いたりというのは、良い勉強
になります。なるべく、これまで考えもしなかったこ
とや、知らなかったことを盛り込むよう努めてはいま
す。参考書は、内容だけでなく、書き方や表現方法も
よく見るようにしています。
　これまで多くの人に支えられてきました。恩はパス
しなければなりません。ペイフォワードです。これを
心がけていきたいと思います。

園芸文化展　新宿御苑
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花葉会から新しい「フラワータウンスケーピング」
　　　		を出版することが決定いたしました
　「花と緑の緑化マニュアル」をキーワードに花葉会では、これまでにフラワーランドスケーピング（1992 年）、
アーバンガーデニング（2002 年）の 2 冊を出版して参りました。このような本の必要性を感じながらもアーバン
ガーデニングを出版してから 18 年が経過し、時代とともに新たな植物素材や緑化のニーズに関しても多様化して
参りました。
　そこで 2021 年 10 月を目標に新しい「フラワータウンスケーピング」を出版することになりました。植物素材
の選定、植物画像の収集、植栽事例画像の収集、植栽データの編集などを開始致しました。
　会員の皆様におかれましても、お手元にそのような画像をお持ちの方がいらっしゃいましたら事務局までご一報
ください。
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表紙解説

Cypripedium	calceolus
（カラフトアツモリソウ）

田　中　桃　三

　2019 年 7 月 5 日、シベリアのバイカル湖南部のタ
ンコイからイルクーツクへ帰る途中の、やや明るい落
葉広葉樹林の傾斜地で撮影した。
　Cypripedium	calceolus ( カラフトアツモリソウ ) は
中型の地生ランで、高さは 30 ～ 40 センチほど。側
弁は細くややよじれている、唇弁は丸くクリーム色で
美しい。この種類はヨーロッパ、ロシア、中国、モン
ゴル、カナダ。日本にも自生するが、乱獲により絶滅
寸前である。アツモリソウの名は唇弁が袋状であると
ころから源平時代の武者が背負う母衣 ( ほろ ) を連想
し、平家物語の平敦盛からこの和名がつけられた。
　なお同所にC,	macranthos ( ホテイアツモリソウ ) を
見ることができた。ほとんどの株は花が終わっていた
が、幸いにもきれいな一株をみつけ撮影することがで
きた。 Cypripedium  macranthos ( ホテイアツモリソウ )

－　45　－



ので、限られた時間の中で植物管理や圃場整備、実験
などを行わなければなりませんでした。普段の花卉研で
は週に2 回ほど皆で集まって圃場で作業を行なっていま
すが、今年は大人数で集まることも制限されていました。
より少ない人数、少ない回数の作業しか行うことができ
ませんでしたが、その中でも皆が力を合わせて協力して
くれたおかげで、なんとか無事にコロナ禍の作業を乗り
越えることができました。このような困難な状況だからこ
そ、皆で一致団結して立ち向かっていくことが大切なの
だと、改めてこの身を以て感じました。

終わりに
　寒さが身に染みるような日も増えつつあり、今年も終
盤に差し掛かかろうとしています。これからの時期は新
3 年生の配属や修論・卒論発表、大学院試験などいろ
いろな行事があり、ますます忙しい生活になるのだろう
と思います。だからこそより一層気を引き締めて、研究
生活を思う存分楽しんでいきたいと思います。そして、
今後とも、花葉会の皆様が作り上げた歴史や環境に感
謝しつつ、植物を通して幅広い知識や経験・考え方や
価値観に触れることで、心身ともに成長するよう努めて
いこうと思います。

花卉園芸学研究室レポート（松戸キャンパス）

研究室生活を振り返って
花卉園芸学研究室　修士 1 年

玉　井　孝　典

自己紹介
　花葉会の先輩の皆様、初めまして。私は修士１年の
玉井孝典と言います。私は学部の時に花卉研の一員と
なり、そのまま大学院に進んで、日々研究生活を送って
います。時の流れは早いもので、今年の 10月には研
究室に入ってちょうど2年が経過しました。研究室に入っ
たばかりの時は、実験や植物栽培に関して右も左もわか
らないような状態で、先輩や先生に頼ってばかりの毎日
でした。ですが最近は、未熟ながらもそれなりの栽培や
実験もできるようになり、2 年の歳月で少しずつではあ
りますが経験や知識が身についているのだなと感じてい
ます。これからも花に関する知識を積極的に学び、花卉
研での生活を思う存分に楽しんでいきたいと思います！

花卉研の今
　現在、松戸の花卉園芸学研究室では教員３名と学生
９名が在籍しています。実験材料であるラン・トルコギ
キョウ・ダリア・シバザクラなどを用いて、倍数体や花
色、耐病性に関する研究などを行なっています。例年と
大きく変わったことといえば、露地に植えるダリアがかな
り増えたことです。実は去年もダリアの数が多く、植え
付けや植物管理に大忙しだったのですが、今年はそれ
をゆうに上回る量にダリアが植えられて
いて、圃場の至る所にびっしりとダリア
が並んでいます。今はちょうどダリアが
咲き頃ということもあり、たくさんのダリ
アが一斉に咲き溢れています。植え付
けや管理は決して楽ではありませんが、
その分咲いた時の喜びは何物にも変え
がたいものがあります。

コロナ禍の中で
　今年は新型コロナの流行もあり、例
年とは大きく様変わりした日常を送られ
た方も多かったと思います。同じく千葉
大学でも４月から７月の間は大学キャ
ンパスへの立ち入りが制限されていた
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花卉園芸学研究室レポート（柏の葉キャンパス）

花卉園芸学研究室で学んだこと
花卉園芸学研究室　学部 4 年

大　森　　温

　柏の葉キャンパス花卉園芸学研究室では、渡辺先生
をはじめとする教職員と技術職員の方々のご指導を頂き
ながら、学生 10 人が研究や実践的な栽培技術の習得
に励んでいます。
　当研究室では花卉の生理的反応や花色の変化などの
ほかに、薬用植物の成分解析や栽培方法の評価、緑化
植物の耐陰性の評価など、幅広いテーマで研究を行っ
ています。また、週に一度、植物の栽培や管理、出荷
調整、播種などの生産技術を学ぶ実習が行われ、「講
義で得た知識を生産現場でどのように生かすのか」、「生
産現場ではどのような問題点があり、どのように解決し
ているのか」など、座学だけでは身に着けることのでき
ない知識や技術を学んでいます。
　私はこれまで植物を栽培した経験がほとんどなく、配
属された当初は、何をすればよいのか全く分からない状
態でしたが、先輩や先生方から播種や灌水、実験のや
り方などを手取り足取りご指導いただき、少しずつでは
ありますが、技術を習得してきています。
　そんな先輩方が卒業し、私たちの代が最高学年になっ
た矢先、コロナウイルスの流行が始まりました。コロナ
ウイルスの影響は大きく、入構規制により大学には行け
ず、研究はおろか、自身の研究植物の灌水もままなら
ない状況でした。そのような状況の中でも数少ない登校
日に他の人の灌水を代わりに行うなど、お互いに協力し
合うことによって困難を乗り越えることができました。
　私がこの研究室に配属されて約 1 年が経ちましたが、
そのなかで多くのことを学びました。1 つ目はゼミでの
論文紹介です。当研究室では週に1 回、自身の研究に
関する英語の論文を探し、紹介するというゼミを行って
います。自身の研究を行うにあたって、「足りていない
情報が何なのか」、「その情報を得られるような論文を
探すためにはどのように検索をすればよいのか」、また、
選んだ論文をわかりやすく伝えることの難しさなどを感
じています。ゼミの発表後は、学生、先生方とのディス
カッションを行うことによって、別の観点からの考え方や
自身が理解しきれなかった知識を補足し、自身の研究
について理解を深めることができています。また、他の

学生の発表を聞くことによって、自身の研究植物以外の
知識を得ることができ、それが自身の研究を発展させる
ヒントになることもあります。ゼミでの発表を通して、普
段から渡辺先生がおっしゃっている、「ただやる ( 結果
を出す )だけでなく、それを相手にわかるように伝える
ことが大事」という言葉の重要さを実感しています。
　2 つ目は準備や試行錯誤の大切さです。自身の研究
テーマが決定した後、すぐに実験を行うのではなく、測
定項目の精査や予備試験など、準備だけで4 か月を要
しました。この 4 か月の準備期間があったからこそ、自
身の研究植物に対する知識や研究の意義などを深める
ことができました。また、実験がメソッド通りにいかない
ときは、少しずつ条件を変えていったり思い切って全く
別のメソッドに切り替えたりすることもありました。他に
も予備試験で面白い結果が出た時は、それを測定項目
に加えてみたり、ハプニングが起きた時もすぐに対応し
て実験が続けられるようにするなど、試行錯誤したこと
を挙げればキリがありません。これらの試行錯誤によっ
て自身の研究をより良いものにすることができたと思い
ます。
　この 1 年間、研究室でのゼミや研究、実習を通して、
今まで知らなかった様々なことを学ぶことができました。
しかし、まだまだ至らない部分が多くあります。私は大
学院に進学する予定です。今後は今持っている知識を
深め、新しい知見を得つつ私がお世話になった先輩方
のように後輩に少しでも多くのことを伝えていければと
思っています。
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第 63 回全日本花卉品種審査会農林水産大臣賞

ゴージャスなフリンジ咲き八重ユーストマ

ジュリアスラベンダー
Julius Lavender

花き園芸部　花き種苗グループ
TEL.027（251）1621　FAX.027（290）1085
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造園植物材料データファイル購入費	
16,660

アーバンガーデニング制作費（一部）	
1,660,550	

前払い（総会）	 20,000	
合　計	 3,873,350 円
差引残高	 1,758,747 円

②基金報告
（令和 2 年 8月31日現在）
　前年度残高	 6,186,505
花葉会予算へ繰入れ　▲ 3,000,000

　事務費（振込手数料、残高証明書
　発行手数料）	 ▲ 1,314
　預金利息	 37
　合　計	 3,185,228	円

議題の報告を行う國分副会長

（3）令和元年度法人財務報告及
び監査報告
　石川監事より法人としての決算報
告書の説明がなされました。また、
監査報告として、会計および業務が、
適正・正確に行われていることが報
告されました。

（4）令和２年度事業計画（案）
　國分副会長より、下記の通り、令
和 2 年度の事業計画案が提案されま
した。また、渡辺会長より「花葉」は、
39 号よりカラー版に切り替え、発行
費も以前より大幅に削減できる見込
みであることが報告されました。「フ
ラワータウンスケ―ピング」の発行の
経緯についても、説明がなされまし
た。事業計画案は、総会で承認され

【議　題】
（1）令和元年度事業報告
　國分副会長より、下記の通り、令
和元年度の事業報告がなされました。
①令和元年 10月12日総会
②令和元年 12月27日花葉 38 号
　発行
③幹部会の開催は、令和元年 12月
　14日、令和2年2月11日、6月20日、
　8月22日、9月19日の 5 回。
　※海外園芸事情調査、花葉サマー
　セミナーについては、新型コロナ
　ウイルスの影響により中止。

（2）令和元年度会計報告
　國分副会長より、下記の通り、令
和元年度の会計報告がなされました。
①一般会計報告

（令和元年 9月～令和 2 年 8月）
収入の部

（令和 2 年 8月31日現在）
前年度繰越金	 　　　1,311,323
基金より繰入	 3,000,000
会報広告料（38 号）	 895,000
寄付金	 396,759
1000 属検定料	 9,000
総会往復はがき受取人払用事務室預け	

20,000
預金利息	 15	
合　計	 5,632,097 円

支出の部
印刷費	 0
会報関係	 915,281
通信費	 21,402
運送費	 3,263
総会費（記念品代等）	 124,681
会議費	 56,771
事務費	 542,504
人件費	 411,698
慶弔費	 0
税金	 70,000
日本花普及センター賛助金	

30,540

　令和元年度一般社団法人花葉会の
総会が、令和 2 年 10月10日（土）
13：30より、千葉大学環境健康フィー
ルド科学センターで開催されました。
今年度はオンラインでの総会参加も
実施。出席者は37 名でした。
　総会は、久保田芳久幹部の司会
進行で、定刻通り開始。令和元年度
より会長に就任した渡辺均教授より、
開会の挨拶が行われました。

渡辺会長による開会挨拶

　そして、千葉大学の近況報告とし
て、つぎのようなお話がありました。
「松戸キャンパスの図書館の新設」、
「全員留学と学費の値上げ」などの
大学の取り組み、「柏の葉キャンパス
南側敷地の貸出検討」や「大学の
コロナ対応」などについて。花葉会
に関しては、役員の任期満了に伴う、
令和２年度以降の運営管理体制につ
いてなどです。
　長岡求理事長が議長に選出され、
議題に入りました。

議長に選出された長岡理事長

花葉情報

花葉会総会
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ました。
①「花葉」39 号発行
②花産業必修 1000 属検定試験
③花葉サマーセミナー2021
④フラワータウンスケ―ピングの発行
⑤海外園芸事情調査
⑥総会、花葉会賞の贈呈
⑦その他

（5）令和 2 年度一般会計予算（案）
　國分副会長より、下記の通り、令
和 2 年度の会計予算案が提案され、
承認されました。

収入の部
前年度繰越金	 1,758,747	
基金より繰入	 1,500,000	
会報広告料（39 号分）	 895,000
寄付金収入	 100,000	
合　計	 4,253,747 円

支出の部
印刷費	 30,000
会報関係	 900,000	
通信費	 20,000	
運送費	 30,000
総会費（記念品代等）	 150,000
会議費	 100,000
事務費	 120,000
人件費	 350,000
慶弔費	 100,000
税金	 70,000
フラワータウンスケーピング制作費	

1,660,550
予備費	 723,197
合　計	 4,253,747 円

（6）令和 2、3 年度　役員の選任
および運営管理体制について
　渡辺会長より、令和 2、3 年度の
役員の選任および運営管理体制につ
いて、下記の通り提案され、承認さ
れました。

令和 2 年度　一般社団法人花葉会
幹部社員（案）
任期：令和 2 年 9 月 1 日～令和 4
年 8月31日
会長・代表理事：渡辺　均
理事長・代表理事：福永哲也（新任）
副会長・理事：國分　尚、
　　　　　　　武内嘉一郎

副理事長・理事：大林修一（新任）、
　　　　　　　　吉田　智（新任）
理事：髙橋耕一（新任）、
　　　松原紀嘉（新任）、山田幸子
監事：石川君子、小黒　晃（新任）
顧問：安藤敏夫、三吉一光
相談役：長岡　求（新任）
幹部社員（留任 12 名）　　　　　　　
猪熊雅雄、上田善弘、草間祐輔、
黒沼尊紀（事務局長）、佐々木秀典、
田中桃三、田旗裕也、富山昌克、
西原彩子、野本寿久、山口まり、
山下容子

幹部社員（退任 6 名）
熱田　健、上原恵美、小笠原誓、
久保田芳久、村井千里、望田明利
　　　　　　
幹部社員（新任 14 名）
秋葉伸之（A 緑花㈱・造園施工・茨城）
石田裕一（丸石園芸㈱・中卸・大阪）
鴨川知弘（平田機工㈱・千葉）
佐々木北斗（豊明花き㈱・愛知）
竹下大学（キリンビール㈱・育種・東京）
月江成人（㈱プランタス・兵庫）
登坂哲也（登坂園芸・群馬）
中川雅博（㈱サカタのタネ・育種・静岡）
平野修司（鉢花生産・愛知）
文蔵雄嗣（切花・フリージア生産・茨城）
前田和昭	（前田ナーサリー・ツバキ生
産・愛知）
三浦基彰（㈲三浦園芸・愛知）
村上智弘（㈱フラワーオークション
ジャパン・東京）
山本岳史（豊明花き㈱・愛知）

以上 40 名（五十音順）

（7）退任役員・退任幹部挨拶
　令和元年度で退任する役員および
幹部を代表し、久保田芳久幹部、望
田明利幹部より、挨拶を賜りました。
これまでの活動の経緯とともに、新
役員ならびに新幹部による花葉会の
更なる発展への期待が述べられまし
た。

退任挨拶を行う久保田氏

退任挨拶を行う望田氏

（8）新役員・新幹部社員挨拶
　令和 2 年度より新役員となる理事
長、副理事長、理事、そして新幹部
社員の方々より、挨拶を賜りました。

就任挨拶を行う福永新理事長

就任挨拶を行う吉田新副理事長

就任挨拶を行う大林新副理事長
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（6） 花 卉 産 業 必 修 1000 属 検 定　
合格者報告
　國分副会長より、令和元年度の C
級合格者が 2 名であったことが報告
されました。

（7）花産業と花葉会の今後につ
いて
　安藤顧問より、花葉会は「大学の
トップ」と「花産業のトップ」の二頭
立てで、花産業のために、尽力して
きた経緯が説明されました。令和２
年度以降の新体制でも、「二頭立て」
で尽力してほしい旨、意見が出され
ました。
　長岡理事長より、令和元年度で理
事長を退任し、令和 2 年度以降は、
相談役に就任することが報告されまし
た。また、これまでの活動の経緯とと
もに、新役員ならびに新幹部による
花葉会の更なる発展への期待が述べ
られました。

文責：事務局

断および決議は、理事会が行う。
　なお、鴨川新幹部は役員の定年制
の対象となることから、安藤顧問より
鴨川新幹部を推薦した経緯について
説明がなされました。また、余人をもっ
て代えがたい人材である旨も説明が
ありました。

（4）鈴木司氏への感謝状贈呈に
ついて
　長岡理事長より令和元年度第 4 回
運営幹部会において、今年度幹部を
退任された鈴木司氏へ、感謝状を贈
呈することとなった旨、報告がなされ
ました。また、これまでの鈴木司氏
の花葉会ならびに花卉産業への貢献
と業績について紹介がなされました。

（5）定款の一部変更について
　國分副会長より、令和元年度第 5
回運営幹部会において、下記の通り、
定款の一部改定を行なったことが報
告されました。
　
第 24 条（代表理事等）に理事長を
補佐する副理事長職（2 名以内）を
加えた。

【報　告】
（1）事業年度中の役員の一部改

選について
　國分副会長より、令和元年度第 2
回幹部会において、以下の改選が承
認されたことが報告されました。
会長退任　三吉一光
幹部退任　鈴木司
会長就任　渡辺均　（（兼）事務局長）
顧問就任　安藤敏夫、三吉一光

（2）花葉会賞について
　國分副会長より、新型コロナウイ
ルスの感染が収束していない現状を
踏まえ、今年度は花葉会賞の授与な
らびに受賞者講演を実施しなかった
ことが報告されました。

（3）役員ならびに幹部社員の定
年制について
　國分副会長より、令和元年度第 4
回運営幹部会において、役員の定年
制が下記の通り設けられたことが報
告されました。
代表理事・理事・事務局長：65 歳
　但し、余人をもって代え難い場合
は、定年制の対象外とする。その判

花葉会クリアファイル　販売のお知らせ
一般社団法人花葉会では、クリアファイルを販売しております。
花のデザイン画（バイモ、アジサイ、クズ）と花葉会のロゴをプリントし、シンプルに仕上げました。是非ご活用下さい。

　　　　①バイモ（表面）　　　　②アジサイ（表面）　　　　③クズ（表面）　　　　　　（裏面共通）

サイズ：A4 サイズ　のみ　　販売価格：3 枚セット　300 円（税込み）
販売方法：下記の方法で販売致します
　（1）総会、セミナー、見学会等イベントでの直接頒布
　（2）お電話、FAX もしくは花葉会ホームページの申込みフォームからお申込み下さい
　　　〒 277-0882　柏市柏の葉 6-2-1　千葉大学環境健康フィールド科学センター内　一般社団法人花葉会事務局
　　　TEL&FAX：04-7137-8106　E-MAIL：kayokai@kayokai.net
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【新役員】
理事長・代表理事：福永　哲也（ふくなが　てつや）
　1984 年 3月
　　園芸学科花卉園芸学研究室　卒業
　1984 年 4月
　　日本観葉植物株式会社入社
　　営業、企画調査、市場移転業務などを担当
　1996 年 3月
　　愛知豊明花き地方卸売市場の移転整備完成に伴い
　　豊明花き㈱となる
　　経営企画、インターネット取引、量販店などを担当
　2006 年 9月
　　JFIロイヤリティ㈱　代表取締役
　2007 年 6月
　　愛知豊明花き流通協同組合　理事
　2011 年 2月
　　豊明花き㈱　代表取締役
　2011 年 6月
　　㈱フラワーオークションジャパン　取締役
　2011 年 6月
　　㈱ニッカン資材　代表取締役
　2018 年 2月
　　豊明物流㈱　代表取締役
　　一般社団法人　日本花き卸売市場協会　会長
　　一般社団法人　日本フローラルマーケティング協会　理事
　　一般社団法人　花の国日本協議会　理事
　　NPO 法人　ガーデンを考える会　副会長
　　一般社団法人　日本花普及センター　理事
　　公益財団法人　食品等流通促進合理化機構　理事

副会長・理事：大林　修一（おおばやし　しゅういち）
　1979 年
　　園芸別科園芸経営専攻　修了
　1980 年
　　園芸学部農場研究室園芸研究生　修了
　1980 年
　　有限会社大十園入社　専務取締役（1988 年退社）　　　
　1988 年
　　有限会社沖縄大十園　代表取締役　
　1990 年
　　株式会社プラネット　代表取締役
　1998 年
　　有限会社プラネットファーム　代表取締役
　

　2014 年　株式会社グリーンウインド　副社長
　　　　　　（沖縄美ら島財団と共同出資）
　現在に至る
　　一般社団法人　日本インドア・グリーン協会　理事長
　　屋内緑化推進協議会　副会長

副理事長・理事：吉田　智（よしだ　さとし）
　1991 年
　　園芸学科花卉園芸学研究室　卒業
　1991 年
　　兵庫県生花株式会社　入社　大阪営業所梅田生花市場配属
　2017 年
　　株式会社ＪＦ兵庫県生花　常務取締役　
　2017 年
　　同社　専務取締役
　現在に至る
　　兵庫県立農業大学校　非常勤講師　流通各論（花き）
　　国産花き日持ち性向上推進協議会　検討委員
　　日本花き卸売市場協会　電算事務改善委員会　役員
　　趣味　鉄道旅行

理事：高橋　耕一（たかはし こういち）
　2000 年
　　生物生産科学科花卉研究室　卒業
　2000 年
　　有限会社高橋植物園入社
　2001 年
　　代表取締役就任
　　花壇苗生産、薬草生産

理事：松原　紀嘉（まつばら　きよし）
　2008 年
　　自然科学研究科花卉園芸学研究室　後期博士課程　修了
　　博士（農学）取得
　2008 年 4月
　　千葉大学環境健康フィールド科学センター　助教
　2013 年 6月
　　松原園芸へ就農　花壇苗の育種と生産
　現在に至る

花葉情報

新役員・新幹部略歴等
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監事：小黒　晃（おぐろ　あきら）
　1974 年　
　　園芸学科花卉園芸学研究室　卒業
　1974 年 4月
　　㈲三好商会　八ヶ岳農場勤務　
　　その後、㈱ミヨシになり、花環境事業部を経て、小売り
　　事業室に配属
　　ペレニアルガーデンのショップ Ababaで、現在に至る
　　定年退職後も続けている

　
　

【新幹部】
鴨川　知弘（かもがわ　ともひろ）
　1983 年
　　園芸学科花卉園芸学研究室　卒業
　1983 ～ 1993 年
　　自営　南米で事業
　1995 年
　　南米チリの子会社であるSAKATA	SEED	CHILE	SA
　　（サカタチリ社）へ出向
　　職務　総支配人 / 管理運営全般、企画推進
　1999 年
　　チリより帰国、本社外国部（海外営業）へ配属
　2000 年～
　　新設された遺伝資源室に配属、研究員
　　職務　ジーンバンク、研究機関、民間等から育種素
　　材の導入を担当。大学、研究機関等との共同研究、
　　委託研究等の企画を推進　生物多様性条約への対応
　　主な開発　アルゼンチン（ペチュニア、メカルドニア）　　　　
　　　　　　　インドネシア（サンパチェンス）
　　　　　　　ロシア（野菜類）
　2015 ～ 2019 年
　　定年により退職、再雇用　遺伝資源室、アドバイザー
　2019 年～
　　平田機工、研究開発顧問

月江　成人（つきえ　しげと）
　1987 年
　　園芸学科花卉園芸学研究室　卒業
　1988 ～ 89 年
　　英国ウイズリーガーデンで研修
　　一旦帰国し国内の植物公園で勤務
　1994 年～　
　　米国ペンシルバニア州にあるロングウッドガーデンで研修
　　1995 年に起きた阪神淡路大震災を機に帰国
　2000 年
　　淡路花博で淡路夢舞台温室、国際庭園カナダ庭園の
　　企画運営に携わる
　　同花博後も、淡路夢舞台温室で植栽企画業務に携わる

　2007 年
　　山深い小さな町の古民家に移住すると共に㈱プランタス
　　を設立
　　主に庭のデザイン、施工、コンサルティング業務に従事

竹下　大学（たけした　だいがく）
　1989 年
　　園芸学科花卉園芸学研究室　卒業
　1989 年
　　キリンビール入社
　　花の品種改良および事業化 23 年間
　2004 年
　　All-America	Selectionsブリーダーズカップの初代受賞
　　者に世界でただ一人選ばれた
　　花の仕事を離れた後は、技術戦略立案部署、人材育成
　　専門部署を経て、一般財団法人食品産業センターに社
　　外出向 3 年半
　　現在はキリンホールディングス経営企画部健康事業推進
　　室に在籍
　　プライベートでは４つの農業メディアに連載中
　　近著に「日本の品種はすごい」（中公新書）がある

三浦　基彰（みうら　もとあき）
　1989 年
　　園芸別科花卉専攻　修了
　1989 年
　　シンガポールへハイドロカルチャーの栽培、装飾などを
　　学びに研修へ行き、その後中米、ヨーロッパへ産地回　
　　りをした後、就農
　2005 年
　　日本農林漁業振興協議会主催　日本農業賞　大賞を受賞　
　2006 年
　　第 34 回日本農業賞　天皇杯　大賞を受章
　現在
　　㈲三浦園芸　代表取締役
　　全国のホームセンターへハイドロカルチャーのミニ観葉　
　　植物を納める

中川　雅博（なかがわ　まさひろ）
　1990 年
　　園芸学研究科育種学研究室	修了
　1990 年
　　三井石油化学株式会社入社　生物工学研究所配属
　1992 年
　　株式会社サカタのタネ入社
　　掛川総合研究センター育種 3 課配属
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　　以後パンジー、ヒマワリ他	花き類の育種に従事
　2020 年
　　株式会社サカタのタネ　掛川総合研究センター育種 3 課　
　　主席研究員

山本　岳史（やまもと　たけし）
　1992 年
　　園芸学科環境工学研究室　卒業
　1992 年
　　日本観葉植物㈱入社
　　その後愛知県の市場統合により豊明花き㈱へ
　　入社後生産農家対応の営業職に就き、
　　10 数年前より量販店、専門店対応の営業職
　現在
　　豊明花き㈱　企画本部外商部　次長

秋葉　伸之（あきば　のぶゆき）
　1996 年
　　生物生産科学科花卉園芸学研究室　卒業
　1996	年
　　株式会社グリーンダイナミクスに入社（約	10	年間）
　1996 ～ 2005 年 9月
　　全国都市緑化フェア、浜名湖花博、
　　愛知万博など、植物監理統括ディレクターとして
　　花緑イベント業務に従事
　2005 年 10月
　　グリーンダイナミクスグループ・株式会社ペレニアルに
　　転籍
　2005 ～ 2009 年
　　全国都市緑化フェア、
　　神奈川県	PFI	事業「花菜ガーデン」植物展示計画、
　　植物監理等の計画、設計業務を中心に、
　　植物生産販売事業、緑花（造園）事業等に従事
　2010 ～ 2012 年
　　本格的にバラ生産販売事業、植物生産販売事業、
　　緑花　（造園）事業等に従事
　2013	年～
　　Ａ緑花株式会社を設立し、茨城県常総市を拠点に
　　緑花（造園）・植物生産販売（園芸）等の事業を
　　根幹にスタート現在
　　Ａ緑花株式会社	代表取締役

石田　裕一（いしだ　ひろかず）
　1998 年
　　園芸別科花卉専攻　修了
　1998 年
　　家庭園芸農薬メーカーのタケダ園芸（現在　住友化学
　　園芸）に入社　約 5 年勤め退職
　　その後丸石園芸株式会社に入社　企画室室長にて勤務
　　し、取締役経営企画室室長を務め、平成 24 年 1月に
　　代表取締役に就任　現在に至る

村上　智弘（むらかみ　ともひろ）
　2000 年
　　生物生産科学科花卉園芸学研究室　卒業
　2000 年 4月
　　株式会社フラワーオークションジャパン入社
　　洋らん課配属
　2008 年 2月
　　営業本部鉢物第二営業課　係長
　2012 年 7月
　　鉢物部販売課　課長
　2013 年 7月
　　鉢物部受発注課　課長
　2017 年 2月
　　鉢物部　次長
　2019 年 2月
　　鉢物部　部長

新幹部：平野　修司（ひらの　しゅうじ）
　2001 年
　　園芸別科花卉専攻　修了
　2001 年
　　渥美半島にて先進鉢花農家で研修
　　その後、父親の後を継いでポインセチア、ミニバラ、
　　エレモフィラ、レウコフィルム、ライスフラワー、
　　ウエストリンギアなどの鉢花生産を行う

文蔵 雄嗣（ふみくら　ゆうじ）
　2001 年
　　園芸別科花卉専攻　修了
　2001 年
　　株式会社ジョイフル本田入社
　2001 年
　　親元へ就農
　2009 年
　　切り花部門にて独立
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　2018 年
　　茨城県フリージア研究会会長就任
　2018 年
　　全国フリージア生産者協議会設立　同会監事就任

前田　和昭（まえだ　かずあき）
　2003 年
　　園芸別科花卉専攻　修了
　　園芸別科修了後、平成 17 年まで派米研修（アメリカ）
　　帰国後、前田ナーサリーに就農
　2015 年
　　株式会社サンスイ　取締役
　2019 年
　　同社代表取締役

新幹部：登坂　哲也（とさか　てつや）
　2003 年
　　生物生産科学科花卉園芸学研究室　卒業
　　岐阜大学大学院農学研究科　中退
　　青年海外協力隊員としてエチオピア連邦民主共和国デ　
　　ブブ大学農学部勤務
　　

　　帰国後、キリンアグリバイオ株式会社入社（現ジャパン
　　アグリバイオ株式会社）
　2012 年 2月
　　ジャパンアグリバイオ退社
　2012 年 3月
　　株式会社登坂園芸入社
　現在
　　株式会社登坂園芸　取締役　執行役員

新幹部：佐々木　北斗（ささき　ほくと）
　2004 年
　　園芸学科花卉園芸学研究室　卒業
　2004 年
　　豊明花き株式会社に入社
　2006 年
　　同社　営業対策室
　2007 年
　　同社　経営企画室
　2016 年
　　同社　国際取引課
　　現在に至る
　　（豊明花き株式会社　事業開発部国際取引課　課長職）

花産業必修 1000 属検定のご案内
　花卉産業には「非常に多くの種類の植物を扱う」という特徴があります。 需要者に満足してもらうためには、 多
くの種類の花を提供しなければなりません。 そのためにできるだけ多くの「花の名前」を覚える必要があります。 「花
の名前」の壁を乗り越えてしまえば、 花卉産業のプロとして道を歩んでいる自分に気付くことでしょう。 花産業必
修 1000 属検定は、 どの花の名前から順番に覚えていけば良いかというガイドラインを提供するものです。
　ライセンスは C 級 (300 属）・B 級 (300 属）・A 級 (400 属）が存在し、 初めての方は C 級から受験して頂きます。

〇試験会場　　〒 277-0882　柏市柏の葉 6-2-1　千葉大学環境健康フィールド科学センター
〇開催日時　　2021 年 1 月 29 日（金）／ 2 月 26 日（金）／ 3 月 26 日（金）
　　　　　　　試験時間／ 13 時 30 分～ 15 時 30 分
〇主催　　　　一般社団法人花葉会
〇 URL　　　　詳細は	http://www.kayokai.net/outline.html をご参照下さい。
〇申込方法　　各試験開催日の 1 週間前ま	でに以下の方法によりお	申込みください。
　　　　　　　　①	HP の申込フォーム
　　　　　　　　　http://www.kayokai.net/examinee.htm
　　　　　　　　② E-MAIL またはお電話
　　　　　　　　　受験日、	受験級、	お名前・所属	（会社名又は団体名	）、	
　　　　　　　　　電話番号ご住所（認定証送付先）をお伝えください。
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一般社団法人　花葉会
定款　要綱（2020/10/19）

１．当法人は、一般社団法人花葉会と称する

２．当法人の主たる事務所は千葉県松戸市松戸６４８
　　番地

３．会員相互の親睦、研鑽と情報交換を図ると共に、
　　花卉園芸界の発展に寄与することを目的とする

４．花卉園芸に関する、情報の発信及び資料等の収集
　　・花卉園芸に関するセミナーなどの開催
　　・会員相互の意見交換のための会合
　　・会報の発行
　　・花卉園芸に関する功労者にたいする表彰等
　　・その他花卉園芸知識の普及に関する事業

５．当会の会員は次に該当するものとする
　　1. 千葉大学及びその付属機関に在籍または在籍
　　　したもので本会の目的に賛同したもので代表理
　　　事に承認をえたもの
　　2. 当会の目的に賛同し代表理事の承認をえたも　　
　　　の

６．当会の会員は次の２種とし、幹部会員をもって法
　　律上の社員とする
　　1. 幹部会員
　　　当法人の目的に賛同したものであって代表理事
　　　により認められたもの
　　2. 一般会員
　　　当法人の目的に賛同したものであって代表理事
　　　により認められたもの

７．当法人の社員総会は定時社員総会及び臨時社員総
　　会とし、定時社員総会は，毎事業年度終了後の３
　　ヶ月以内に開催し、臨時社員総会は、必要に応じ
　　て開催する

８．役員
　　理事　５名以上１０名以内
　　監事　１名又は２名

９．当法人は総会において下記の役員を選任する
　　代表理事（会長）　						1 名
　　代表理事（理事長）						1 名
　　副会長　　　　　　　２名以内
　　副理事長　　　　　　２名以内
　　名誉会長及び顧問並びに相談役　若干名

１０．当法人の理事及び監事の報酬は支払わないもの
　　　とする

１１．基金は法人が解散するときまで返還しない

１２．当法人の事業年度は、毎年９月１日より翌年８
　　　月３１日までとする

１３．当法人は、剰余金の配当は行わないものとする
　　　当法人が解散した場合に残余財産があるときは、
　　　国若しくは地方公共団体等に帰属する

附則
　一般会員は本人の申し出または他の会員の推薦によ
り幹部会員に変更を申し込み、社員総会の承認を求め
ることが出来る

台風による被害のお見舞い
　令和元年 9月と10月に日本列島を襲ったこの大型台風によって、全国各地で記録的な暴風雨と洪水に見舞
われ、多くの被害を受けました。被害を受けられた皆様に心からお見舞い申し上げます。また、一日も早い復
旧を心よりお祈り申し上げます。
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一般社団法人花葉会への醵金のお願い
　一般社団法人花葉会は、会員相互の親睦、研鑽と情報交換を図ると共に、花卉園芸界の発展に寄与することを目
的とし、①総会、②親睦会、③研究会、④会報・名簿等の発行、⑤功労者の表彰等の事業を行っています。
　おかけさまで、多くの方々からのご支援・ご協力により、上記の事業をどうにか運営しております。
さて、花葉会基金は、令和 2 年 8 月 31 日現在 318 万円となり減少を続けております。花葉会運営には一層の

合理化をはかり、冗費の節約に努める所存ですが、花葉会がさらに発展し、花葉会の目的を推進するための事業を
展開し、情報の収集・交換などにより後輩の育成を行うには、運営資金の充実を図ることが必須であります。
是非、花葉会の趣旨に賛同していただき、醵金をお願いしたいと存じます。ご協力のほどよろしくお願いいたし

ます。
なお、ご送金につきましては、通信欄に「寄付金」と明記の上、00150-9-13341 一般社団法人花葉会をご利用

ください。1 口 1,000 円で何口でも結構です。同封の赤い払込取扱票をご利用いただくと手数料は花葉会負担とな
ります。また、ATM 現金自動預け払い機を利用して頂くと窓口よりも手数料が安くなります。どうぞよろしくお
願い致します。

一般社団法人花葉会幹部一同
お問合せ：一般社団法人花葉会事務局
〒 277-0882　柏市柏の葉 6-2-1　千葉大学環境健康フィールド科学センター内
TEL/FAX:04-7137-8106　E-MAIL:kayokai@kayokai.net

編　集　後　記

◆皆さまから貴重な原稿をいただきま
してありがとうございました。
◆本号より編集をバトンタッチされま
した佐々木と申します。至らない点が
多いですが、皆さまからの変わらぬご

支援、ご協力を賜りますよう、お願い
申し上げます。
◆『花葉』は例年 7 月に企画案を立
て、原稿依頼等をしております。『花葉』
へのご寄稿等はお早めに、花葉会事務

局宛にご連絡ください。
◆『花葉』は花葉会ホームページ
http://kayokai.net/ から読むことがで
きます。

花　葉　2020　No.39
令和 2 年 12 月 10 日発行

発行人　渡辺　　均
編集人　佐々木秀典
発行所　花　葉　会

〒 277-0882　柏市柏の葉 6-2-1　千葉大学環境健康フィールド科学センター内　http://kayoukai.net/
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